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1 事業の概要 
 

1.1 実施体制 

 
行政機関、高等学校、企業、専門学校四者によるコンソーシアムを構築。「連携プログラム開発協議会」を

設立し、高・専一貫プログラムの計画を立案する。 

計画を基に開発プログラム実証授業を開催し、プログラムの検証評価委員会によってプログラムの評価を

行う。検証結果を基に新たな計画に反映させ実証授業を行う。このＰＤＣＡサイクルを有機的に機能させ、

実効性・教育効果の高い連携プログラムを開発する。 
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1.2 事業の趣旨 
 

開発プログラムは「高校生」「専門学校生」はもちろん、高校と専門学校の前後に位置する「中学生」及び

「社会人」も包括する。時系列に見ると、中学と高校の橋渡しとして「高校の魅力発信プログラム」を開

発。開発プログラムにより中学生にとっても魅力的な高校となり、地域課題である高校進学率の向上、高校

中退防止に繋げる。次に、高校と専門学校で 5 年かけて学ぶ「高・専一貫プログラム」を開発。共通目標と

一貫したカリキュラムを構築し、動物系分野の高まる受容や社会ニーズに対応できる専門人材を育成する。

そして、専門学校卒業後も学び続けられる体制づくりとして「動物業界定着プログラム」を開発。離職を減

らし、動物業界への定着率を向上する。卒業生の業界での活躍は高・専一貫プログラムで学ぶ高校生と専門

学校生の身近な将来像であり、将来像の明確化は共通の目標設定や一貫したカリキュラムの重要な要素とな

る。 

開発プログラムにより「動物にかかわりながら、専門性を身につけ、人や社会への貢献を認識しつつ、収

入が安定し、一生続けられる仕事として動物業界で活躍できる」という好循環を本プログラムを通して実現

していく。そして、我が国の労働生産性及び生涯を通じた学習機会の拡大に寄与する。 
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1.3 令和６年度の事業 

 
◆今年度スケジュール 

時期 
連携プログラム開発 

協議会 
実証授業の開催 プログラム開発 

コーディネーター 

業務 

7 月 第 1 回委員会 実証授業実施  

連携校・連携企業の開

拓、高等学校・行政・企

業の橋渡し 

8 月   プログラム開発 

9 月  実証授業実施  

10 月  実証授業実施  

11 月 第 2 回委員会 実証授業実施 検証評価委員会 

12 月  実証授業実施 プログラム修正 

1 月 第 3 回委員会  プログラム完成 

2 月    

 

①連携プログラム開発協議会の開催 

 

高等学校、行政、専門学校、企業の四者による高専連携プログラム開発に向けた協議会を発足、プログラ

ム開発に向けた委員会を開催する。ヒアリング調査の分析、課題及びニーズ整理、開発内容の選定を行う。 

また、開発プログラムの課題整理、導入に向けた手順を整理する。 

 

第１回委員会（7 月予定）：今年度スケジュール紹介、開発プログラム概要 

第２回委員会（１１月予定）：実証授業開催報告、開発プログラム紹介 

第３回委員会（１月予定）：今年度成果報告、次年度方向性確認 

 

＜連携プログラム開発協議会委員＞ 
 

氏名 所属・職名 役割等 都道府 

県名 

１ 徳田 佐 沖縄県立中部農林高等学校教諭 委員 沖縄県 

２ 平良 一朗 沖縄県教育庁県立学校教育課 指導主事 委員 沖縄県 

３ 吉川 鉄平 
学校法人シモゾノ学園国際動物専門学校・大

宮国際動物専門学校 募集広報部 部長 
委員 東京都 

４ 喜納 保 ペットメディカルセンター・エイル取締役 委員 沖縄県 

５ 翁長 朝 
公益財団法人 沖縄こどもの国 動物みらい

課 課長 
委員 沖縄県 

6 吉田 剛 
学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専

門学校 副校長 
委員長 沖縄県 

7 仲松 謙 
学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専

門学校 事務局長 
委員 沖縄県 

8 崎山 孝司 
学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専

門学校 就職課主任 
委員 沖縄県 

9 儀間 秀人 
学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専

門学校 教務主任 
委員 沖縄県 

10 山城 正仁 
学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専

門学校 教務主任 
委員 沖縄県 

11 名護 聡美 
学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専

門学校 教務主任 
委員 沖縄県 

12 永井 洋美 
学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専

門学校 教務 
委員 沖縄県 
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②実証授業の開催 

 

・沖縄県立中部農林高校 熱帯資源科（動物コース）2、3 年生対象 

開催月： 令和 6 年 7 月～12 月  

・沖縄県立中部農林高校 熱帯資源科 1 年生対象 

開催月： 令和 6 年 11 月 

・北部農林高校 熱帯農業科１年生対象 

開催月： 令和 6 年 12 月 

 

③プログラム開発 

 

愛玩動物飼養管理士 2 級対策 自習用教材制作（50 分授業×4 コマ分） 

愛玩動物飼養管理士 1 級対策 自習用教材制作（50 分授業×4 コマ分） 

動物分野 職業理解のための高校生キャリア教育教材制作（50 分授業×3 コマ分） 

 

それぞれの動画教材は「視聴用（１５分）」と「記入用（７分）」に分け、記入用動画には 

視聴しながら内容を記載するヒアリングシートを連携教材として併せて作成。 

２種類の動画は高校での授業の目的や受講対象者に合わせて制作している。 

 

「視聴用」 

職業内容の理解やその職業に就くための取組を伝達する目的。 

対象としては、キャリア構築初期の高校１年生をイメージ。 

「記載用」 

職業の理解はもちろん、「聞く力」「話す力」を訓練する目的。 

対象としては、インターンシップや面接等を控えた高校２・３年生をイメージ。 

 

④調査・分析 

 

・専門学校の学生が参画するフィールドワークのレポート制作 

 

高校、専門学校は共に動物関係への就職が明確になっており専門的な知識（資格）の実証授業は順調に進

んでおり今後も継続したい。また本プログラムを受講した高校生が専門学校に入学することになり将来の沖

縄県の中核的人材を養成するために更なるスキルアップを図るために令和６年度は以下の取組みを実施した

い。 

 

・フィールドワークメンバーとして地域社会に貢献したい。 

（沖縄県、那覇市、動物園などが主催する動物愛護関係のボランティア活動に参画する） 

※フィールドワークに参加する実施前と実施後の意識の変容調査を行う。 

・インターンシップ企業受入れレポート制作 

 

高校生の将来の職業を検討するにあたり、実際に働いている人の話を聞いて、その現場を見る事ができる

経験は非常に大きい。その中でも、現在実施されているインターンシップやジョブシャドウイングは最も効

果の高い取り組みである。今回「一人ひとりにあったキャリア支援プログラム」の具体的教材として、イン

ターンシップに向かう高校生の意識づけや事前準備を行う「インターンシップ前準備プログラム」と受け入

れ企業が、目的を持って参加した高校生に対し、適切な情報提供ができるような「インターンシップ受け入

れ企業プログラム」を検討する。検討に先立ちまずは受け入れ企業へのヒアリングを行い、それをレポート

にまとめプログラム開発検討の端緒とする。 

 

⑤コーディネーター業務 

 

連携校・連携企業の開拓、高等学校・行政・企業の橋渡し 

インターンシップ受入れプログラム導入企業開拓 

ジョブシャドウイングプログラム導入企業開拓 
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2 第一回連携プログラム開発検討委員会 
 

令和６年度事業計画の検討、実証授業、プログラム評価についての意見交換を行った。 

 

2.1 小禄高等学校 職業講話 
 
2.1.1 実施概要 

日時 令和 6 年 6 月 28 日（金）午後２コマ 

 対象 沖縄県立小禄高等学校 情報ビジネス科 ３年生 

 人数 34 名（男 16、女 17、無回答 1） 

 講師 ＫＢＣ学園 花城奈美子 

 内容 「面接試験対策講座」 

 

 

2.1.2 生徒アンケート結果 

 

質問 「授業の内容は、理解できましたか？」（平均 4.9） 

 
１００％の生徒が「よく理解できた」「だいたい理解できた」と答えた。 

 

 

質問 「授業の内容は、これから役に立つと思いますか？」（平均 4.9） 

 
100％の生徒が「大変役に立つ」「まあ役に立つ」と答えた。 

  

32 2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく理解出来た だいたい理解出来た

30 4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変役に立つ まあ役に立つ
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質問 「あなたは今、希望する職業を決めていますか。」（平均 4.2） 

 
８２％の生徒が「はっきり決めている」「おおよそ決めている」と答えた。 

 

質問 「あなたが今、興味のある職業は何ですか？当てはまるものの番号に３つ○をつけてくださ

い。」 

 

 
  

13 15 5 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はっきり決めている おおよそ決めている まだ決めていない まだ考えていない

0 2 4 6 8 10 12

公務員（国・県・市町村）

会社員（経理・会計）

ＩＴ関係（プログラマー・ＳＥ）

空港関係（ＣＡ・ＧＳなど）

銀行・保険関係

飲食関係（シェフ・パティシエ）

web/動画クリエイター

旅行関係

起業したい

興味のある職業はまだない・わからない

ホテル・ブライダル関係

看護師・歯科衛生士

会社員（営業・総務・経営）

教育関係（教員・講師）

保育士

動物関係（トリミング・動物看護）

スーパー・専門店・小売店

イラストレータ・アニメーター

学者・研究者

福祉関係

警察・消防・自衛官

医療事務

その他・税理士

その他・金融

マスコミ・通信関係

インテリア・建築デザイナー

建築関係

美容師・エステティシャン

製造技術者

ネット配信者(Youtuber等）

ガス・電力関係

興味のある職業・３つ回答（34名）
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質問 「授業を受けて特に印象に残った事、授業を受けてはじめて知ったことを記入してください。」 

 

※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、句読点の

位置も原文のままにしている。 

 

・印象に残ったことはやーなれーふかなれーというのは本当だということです。実際、普段は面接のと

きにする座り方や姿勢をやらないので 3 分ほどでしんどくなってしまい気づいたら姿勢がくずれ始めて

しまいました。普段から姿勢を気にしていざというときに役立てたいと思いました。 

 

・面接官に対しての印象というのは、やはり外見で決まるため、内容だけを意識してしまうのではなく、

外見の身なりや表情、挨拶の仕方は第一印象で決まってしまうのでそういった部分からちゃんと練習す

る。また、面接の際の質問で答えられないものがあったので、しっかりと自分の事も理解しておく。 

 

・面接の時のマナーは知らない事や覚えていないことが多かったので、学べてよかった。また、面接時

に聞かれることや、姿勢について、実際に動きながら考えたりできたので、緊張感を持ててよかった。 

 

・「やーなれーふかなれー」が印象に残りました。家や学校などで日頃から姿勢や歩き方、しゃべり方

を意識して自然にできるようにしていきたいです。 

 

・面接を受ける時その会社、学校は、その人の人柄を見ていると知って、これからの 2 か月間、姿勢を

よくすることに取り組んだり、消しゴムのカスを捨てたり、小さいことから、自分の行動を見直そうと

思いました。 

 

・イスに正しい姿正（※原文ママ）で座った時に 3 分あたりからキツくなってしまったこと。面接はそ

の日 1 日の朝から始まって最後まで気がぬけない。 

 

・授業を受けて印象に残ったことは、入室の流れです。高校受験の時も同じことを習っていて、その流

れ、動きをまだ覚えていて、正しく行動することができました。また、面積メモ（※原文ママ）を作っ

ておくと聞いたので、本番までにつくって答えられるようにします。 

 

・特に印象に残ったことは、人の第一印象は初めの 3～5 秒できまり、視覚から得られる情報で判断さ

れるということです。また、あまり普段で語先・語礼を使えてなかったので、意識していきたいです。 

 

・普段家や学校でしていることは、面接などの大事な場面や、ふとした時に必ず行動に出る 

 

・面接での内容はほとんど決まっている。面接ノートを文章でかくのではなく、かじょうがきで書くこ

とが大切だとわかった。 

 

・今回の授業を受けて特に印象に残ったことは、志望する大学や専門学校の先輩から話をきいていいと

いうことでした。また、面接官の方々は Web にのってあるようなあたりまえ、知っていて当然な情報

ではなく、知る人ぞ知る魅力や話を知っているとよりいいということがわかりました。 

 

・面接で、ずっと膝を付けとかないといけないのが大変だなと印象に残った。あと、面接のとき印象良

くするために、笑顔が大切だということを初めて知ったので、面接のときは、きんちょうで表情がかた

くならないように意識していく。 

 

・面接のとき、面接を受ける学校に入ったしゅんかんから面接官に見られているということを自覚し行

動しようと思った。また、人の見た目は 3～5 秒で決まるので日頃から身だしなみを整えたりイスに座

るときは姿勢を意識する。 
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・語先語礼をしても、表情で「笑顔」が伝わらないと、面接官にあんまり良い印象を覚えてもらえない

から「笑顔」を大切にしたい。 

 

・印象に残っていることは人の印象は 3～5 秒できまるということです。だから、私は面接などをする

ときには最低限度の身だしなみをして、最初から良い印象をもってもらうようにしていきたいです。 

 

・今回の授業を受けて、面接は、印象が大切なので、いすのすわり方に気をつけたり、身だしなみを整

えることが大切とあらためて分かった。面接までにすわり方を直してなれていきたい。 

 

・面接についての礼や、あいさつなど、改めて知れたので、今後の役に絶対立つと思いました。また、

面接では、その建物入った時から見られている事もあるとはじめて知りました。 

 

・面接は、受ける前から、会社の人にみられていたり、まったく予想していないような質問がとんでき

たりするというのは始めてきいてこれから活かそうと思った。 

 

・マスクをつけてでも印象は分かりやすくて、相手には全て見られている気持ちで取り組むことが大切。 

 

・控え室（学校）に入った時から、見られているという話を聞いて、常に見られているんだと思い特に

印象に残っています。 

 

・授業で語先後礼を意識するようにと言われていた事がとても役立つことを知ったし頑張りたいと思い

ました。 

 

・面接時の基本的なマナーを知ることができて良かった。実際に面接時の姿勢をやってみて、ひざをと

じるのが思った以上にキツかったので、これからの授業などで意識して、なれていきたいと思った。 

 

・「この体勢で10 分座る！！」というのがまずキツイ・・・と思ったのとこれじゃだめだから授業中に

まず心がけ、5 分だけでもがんばろう！！と思えた。 

 

・もぎ面接の質問で答えられないものが多くてリサーチ不足だと思った。 

 

・面接の時は、その人の実力がどれくらい知らないので、身だしなみを整えて第一印象を良くすること。

面接だけではなく、トイレや他の所でも見られている可能性が高いからハンカチなども持参しとく。普

段家でやっていることは試験会場でもやってしまうから普段からも家での行いを良くする 

 

・今日の授業を受けて面接の立ちふるまいやマナーなどがわかり、特に「やーなれーふかなれー」とい

う方言を初めて知って印象的でした。自分は家での習慣が特に学校の外でうつっていると思うので、す

わり方やくせなどを失くせるよう家でも頑張りたいです。 

 

・面接質問で何がでてどう答えるか知ることができた。 

 

・控え室やエントランスから見られていると知った。ネットとか動画では見たことあったけど本当に見

られているとは思ってなかった。 

 

・面接の基本的な動作を学ぶことができた。正しい姿勢をキープすることは大変だが、今後のことを考

えたときにできてたほうがいいと思った。やーなれーふかなれーを忘れずに家でも気を抜かずにがんば

りたい。 
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・マナー講座は何度か受けていて分かっていたことも多くあったけど、〇〇の「フラッシュ面接」は初

めてやってみたので、少しおもしろいなと感じた。3～5 秒で文も考えて言いたいことをもとめるのは

難しいなと思った。 

 

・人の印象は出会って 3 秒で決まるので、面接も大事なことだが、その前にまず身なり清潔感が大事で

ある。イスに座るときに、失礼しますといい、お辞儀をすることを初めて知った。 

 

・面接の時のマナーだったり、座わり方（※原文ママ）だったり困かい（※原文ママ）所まで学ぶこと

ができてとてもいい構座（※原文ママ）でした。お辞儀をする時の右手と左手の位置を逆にしていたの

で今回の授業で知ることができてよかったです。座わる時（※原文ママ）の姿勢がきつかったので次回

からの授業の 5 分間たえて、慣れていきたいです。 

 

・授業を受けて、特に印象に残ったことは、面接がはじまる前の動きも見られているということや、面

接が終ってトイレの時のハンカチなど、面接以外にも気おつけなければならない（※原文ママ）と感じ

ました。 

 

・今回の授業を受けて、面接では正しい姿正（※原文ママ）をすることで、相手に伝わる像承（※原文

ママ）が変わるから、立ち方や、すわり方、あるき方など、正しいことをしたほうが良いと分った。 
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テキストマイニング結果 

 

 
 

人の印象は笑顔や身だしなみで決まる 

家にいるときも、普段から姿勢や表情を意識したい 
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質問 「今後、授業で取り上げて欲しい仕事内容や職業に必要なことなどがあれば自由に書いてくださ

い。」 

 

※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、句読点の

位置も原文のままにしている。 

 

・電話で対応や会議や車の中での座り方など。 

 

・自分にあった仕事の見つけ方や、いい職業に就くために大切なことなどを教えてほしい。 

 

・電話の対応、転職 

 

・電話での話し方、食品関係の仕事を知りたい 

 

・面接のときに文がまとまらない時はどうすればいいですか。（しりめつれつになったりしたときなど。） 

 

・旅行関係の業界での仕事の内容が知りたい。 

 

・金融の職業について知りたい、面積（※原文ママ）で聞かれた質問のくわしい答え方 

 

・空港関係や経理の仕事が知りたい。 

 

・起業するのに必要な知識、資格、資金を知りたい。 

 

・面接の応答の内容の NG 例や話し方の NG 例あるあるなどを知りたいです。 

 

・自分に合う職業 

 

・自分に向いている仕事は何か知りたい。 

 

・福祉とか介護だけではないから、職業の中でもすることがちかかったりするから、知りたい。 

 

・もっとくわしく面接の仕方を教えてほしい。 

 

・起業する事があると思うので、その時必要な事など、色々知りたいと思いました。 

 

・営業や接客について、どのような種類があったり、マナーや、対応のしかたを知りたいです。 

 

・自分の夢を決定する決め手を知りたい。 

 

・自分が向いている仕事が知りたい。 

 

・自分に向いている職業を知って将来に役立せたい！（※原文ママ）服装や電話の対応の仕方が知りた

い！ 

 

・自分の PR などの仕方や、医療系の職業に就きたいから、その職業についてもっと詳しく知ることが

したい。 

 

・どういう人材がその業界や会社に向いているかが知りたい。 
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・IT 関係の仕事にはいろんな種類があるけど、どれが何の仕事をするのか知りたい 

 

・自分に向いてる仕事がわからない。電話面接が苦手 

 

・文字の書き方、見やすい字のかきかた等を知りたい。 

 

・世の中ではあまり目立たないが、収入が高い仕事などまだ知らない世界を知りたい 

 

・銀行などの金融についての仕事が知りたい、起業するときに大事なことなどを知りたい。 

 

 

＜キャリア形成に関わること＞ 

自分に合った仕事・職業の見つけ方 7 

起業の仕方    3 

収入が高いなど様々な仕事  1 

転職について知りたい   1 

 

＜仕事のノウハウ＞ 

電話対応    5 

マナー・接遇・座り方・服装  3 

話し方     1 

読みやすい字の書き方   1 

 

＜面接対策＞ 

面接で質問の答え方   4 

自己ＰＲの仕方    1 

 

＜業界に関すること（詳しく知りたい）＞ 

金融     2 

旅行・空港    2 

医療・福祉    2 

食品     1 

ＩＴ     1 

 

＜職種に関すること（詳しく知りたい）＞ 

経理     1 

営業     1 
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2.2 ボランティア活動評価 
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2.3 学生の社会貢献活動の方向性 

 

ボランティア活動とは 

 
「自発的な意志に基づき」、「他人や社会に貢献する行為」。 

「活動者個人の自己実現欲求の充足」のために「時間や労力、知識、技能を提供する」活動によって、

さまざまな構成員がともに支え合い、地域社会づくりが進むなど大きな意義を持つ。 

 

ボランティア評価の視点 

 
①ミクロの評価「人の評価」：参加した学生の考え方、意識、行動・態度の変容評価 

②メゾの評価「組織・集団の評価」：ボランティア組織の作業、計画、行動、情報共有の評価 

③マクロの評価「地域・社会の評価」：ボランティア活動を通じた地域、組織、社会の関連性や行動変

容の評価 

 

    地域 

 

    集団 

 

学生 

 

 

 

ボランティア活動と教育の難しさ 
（私立大学退職金財団「学生ボランティアの正しいススメ」環境活動家：田中優） 

 ●参加する学生の問題点 

①「自分探し」のために参加する学生が多い。ボランティアは他人のために行うこと

であり、ボランティアの趣旨と相反する。 

②活動を「何かの手段」にする学生が多い。進学や就職活動に役に立つという目的で

参加すると真の気づきは得られない。 

③「ぶっつけ本番」ではいけない。事前に必要な知識や能力について勉強をする必要

がある。 

 ●送り出す教員の問題点 

   ①「行事化や参加の強制」はしない。教員の仕事は参加を指示するのではなく、参加

しやすい環境を 

整える。 

②「評価対象」にしない。ボランティア活動を評価対象にすると学生は評価対象を気

にするようになり、建前の感想を述べるようになる。 

 ●ボランティア活動を受ける側の問題点 

  ①安い労働力とみなさない。 

  ②頼りっきりにならない。 
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学校外の活動への参加経験 
（「高校生の社会参加に関する意識調査報告書-日本・米国・中国・韓国の比較-」国立青少年教育振興機構：令和３年 6

月） 
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KBC「サービス・ラーニング」について 
サービス・ラーニングとは、「学校における学び」と「社会における諸課題の解決」を具

体的な実践活動を通して結合させていく学びの手法です。このような視点から実践される

様々な社会貢献活動によって、双方向の人間関係を育み、学生が市民としての資質や社会

性を高め、課題解決力、チームとしての実践力などを高めていくことを目的としています。 

社会活動を通じて市民性を育む 

 
KBC 学園       地域社会 

地域の人材と活動の拠点となる 
 

学生の主体的な学びの場を「地域課題」の中に見いだし、地域の方々と協働して活動す

ることにより連携、交流が活発化し、さらには学生自らが成長を実感する状況を実現する。

また、ステークホルダーに対して KBC 学園の学びへの信頼感を高め、地域を支える人材

や活動の拠点としての学園づくりを進める。 

 

プログラム例 
地域の身近な問題についての①要因分析を行い、②解決策を立て、③関係団体と協働で

解決計画を立案し、④自主的な活動（ボランティアに相当）を行い、⑤新たな課題を見い

だす、一連の教育活動 

 
①地域課題の調査と分析（課題抽出） → 県や市町村、団体に提出・報告、協議 

②目標設定と活動計画作成 → 県や市町村、団体に提出・報告、協議 

 目標設定事項 

①どれだけ地域にインパクトを与えられるか（アウトカム指標：組織・地域の質的評

価） 

   例）保護猫減少率、環境保護寄付金額など具体的な数値目標 

②①を達成するための活動（アウトプット指標：いつ、どこで、だれが、なにを、ど

のように、どのくらい活動するか） 

   例）ボランティア参加者数、活動回数、活動内容、集客数、パンフ配布数、

SNS 視聴数 

③活動実施 → 県や市町村、団体と協働 

④活動振り返り →  

①活動評価（アウトプット指標の評価）→次年度への活動指針作成 

②成果評価（アウトカム指標の評価）→次年度への活動指針作成 

③学生の意識・行動変容評価 
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2.４ 令和６年度事業の検討と意見 
 

＜動物看護ボランティア活動について＞ 

動物看護専攻は１年生 32 名を対象に那覇市主催のボランティアに参画する趣旨を説明。実行委員に

11 名が集まり、まずボランティアについてどのように取り組んでいけるかを話し合った。 

授業もあり、放課後に全員が集まる時間が多く取れなかったためミーティングは２回しかできていな

いが、学生たちで目的は何を持ってやるか決めてきた。 

これまでも多くのボランティアを行ってきたが、情報を多く与えすぎるとどうしても傾いてしまうの

で最小限の情報だけで学生たちにどうするか話し合ってもらった。今回は犬猫の適正飼育を伝えること

が私たちの役割で、理解を深めてもらうことを目的にしていろいろ挙げてもらったところ、ワクチンや

狂犬病、飼育方法を PC やポスターを使って伝えることとなった。 

動物を使って商業施設の芝生などで実施を希望している。また自分たちで作ったものを販売して、売

上を動物団体やボランティア活動をしているところへ寄付したいという意見も出た。 

 

＜トータル専攻ボランティア活動について＞ 

トータル専攻科は愛玩動物使用管理士を取得している４名の中部農林高校出身の学生を中心に５回ほ

どミーティングを持った。自分たちの持つ技術を使い、爪切りや耳掃除を提供したい。 

こちらでもグッズ等を販売してチャリティー募金活動をしたいという意見が出た。すでに沖縄県主催

の「愛護の集いボランティア」に参加が決まっているので、その場所でできることを詰めている。 

 

＜飼育専攻ボランティア活動について＞ 

飼育専攻はコロナ禍に入るまで毎年沖縄子どもの国と連携して、９月 20 日～26 日の動物愛護週間

内の基本日曜日にボランティア活動をしていた。 

５種類ほどの動物に分かれ、動物の特徴を子ども向けに紙芝居を作成。説明を聞いてくれたらスタン

プを押すスタンプラリーを行い、最後におやつをプレゼントしていた。 

担当となる１年生には日程や内容、先方からの依頼などが決まったら話す予定。実行委員を立ち上げ

て、何ができるか話をしていくと思う。 

 

＜動物看護卒後セミナーについて＞ 

看護専攻では毎年、卒後セミナーを実施。講師を学校に呼び、その内容をＦＡＸで県内の動物病院へ

情報提供して勉強会に参加してもらった。コロナ禍前には年に２～３回実施。今年から復活させ、８月

と 12 月に実施予定。 

８月は日程も決まっており、愛玩動物看護師に来てもらい、国家資格となり採血等できることが増え

た独占業務を対面で実習する内容。特に採血は病院によっては獣医師しかやらない。実際に行っている

看護師もいるが、１～２年目はまだできていないと思うのでそういった方や、その指導者を対象にした。 

 

＜トータル専攻の卒後セミナーについて＞ 

トータル専攻の卒後セミナーも８月に実施していたが、資格試験が重なるため個々の卒業生を対象に

やっていた。今年は 12 月に県外専門学校のトリマー講師に声をかけているが未確定。 

  



 2 第一回連携プログラム開発検討委員会 

22 

 

＜委員意見＞ 

事前学習を行い、参加できる生徒が行くといった活動がボランティアにあたると思う。これを教育と

して結び付けサービスラーニングという部分にどう昇華させるのか、参加しながら学内に持って帰れる

ように勉強しないといけないと思った。 

考え方の両面性というか、教育と相容れない部分で難しいところに取り組んでいることは素晴らしい

と思うし、ヒントになるところは取り入れたい。 

 

初めは中部農林高校を中心としたプログラム作成であったが、そこからボランティア活動、それに伴

う教育活動と膨らみ、沖縄県の掲げるキャリア教育の理想形というか、高校で終わるのではなく専門学

校、さらに追跡調査等を行い将来まで結び付けているところが印象的でよかった。生徒一人ひとりが生

き方を見つけていくものがキャリア教育である。 

 

ボランティア活動を評価することはちょっと難しい。自分で行動することがボランティアであり、そ

の点を盛り込んだ教育、カリキュラムを作っていくとのことなので参考にしたいと思う。 

 

中核的人材養成事業ということで、グラウンドで使えるプレイヤーという人材育成だが、実際はフィ

ールドに立つとなかなかプレイできないところが問題。規模によるものかわからないが、４～５名単位

の病院だとスマートに安定する人材でうまくいくが、30 名ほどを流動させながら行うとなかなかうま

くいかない部分もある。 

 

学生の間は「学び」という部分でうまく対応してくれる。社会人は３年目で環境にちょうど馴染んで

くる頃、５年くらいで自分をある程度出せる状況になるかと思う。そういった経験をしている人たちと

コミュニケーションを取らせてもいいかと思う。 
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3 第二回連携プログラム開発検討委員会 
 

実証授業結果報告と検討、キャリア教育に関する意見交換を行った。 
 

3.１ 中部農林高等学校 職業講話 
 
3.1.1 実施概要 

日時 令和 6 年 11 月 7 日  10：00～12：00 

 対象 沖縄県立中部農林高等学校 熱帯資源科 1 年生 

 人数 38 名 

 講師 沖縄ペットワールド専門学校 仲里祥輝先生 

 内容 動物系の仕事 

 

 

3.1.2 生徒アンケート結果 

 

質問「本日の講話を受けて、仕事の内容が理解できましたか？」（平均 4.9） 

 

 
図 1-1 仕事理解度 

 

100％の生徒が、「理解できた」「どちらかといえば理解できた」と答えた。 

 

質問 「仕事に必要な知識がわかりましたか？」（平均 4.7） 

 

 
図 1-2 仕事知識 

 

97％の生徒が、「理解できた」「どちらかといえば理解できた」と答えた。 
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質問 「仕事に必要な資格や技術について理解ができましたか？」（平均 4.8） 

 

 
図 1-3 仕事資格 

 

100％の生徒が、「理解できた」「どちらかといえば理解できた」と答えた。 

 

 

質問 「必要な知識や資格・技術の学び方がわかりましたか？」（平均 4.4） 

 

 
図 1-4 資格の学び方 

 

95％の生徒が、「理解できた」「どちらかといえば理解できた」と答えた。 
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質問 「特に印象に残ったことや初めて知ったことを、箇条書きで記入してください。」 

 

※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、句読点の

位置も原文のままにしている。 

 

動物の仕事でも色々な仕事があることが分かった。動物に関する仕事の内容や資格などを知ることがで

きた。印象に残ったことはペットショップの店員は幅広い商品の知識やお客様が必要としているものを

的確にアドバイスなどする仕事もあるんだなと思った。動物に関する仕事は動物中心の生活になる。 

-- 

動物に関わる仕事にもいろいろなしゅるいがあると知った。使役犬には 3 種類あって、補助犬、もうど

う犬、ちょうどう犬がいて、手足・目・耳が不自由な人を助けていると知った。 

-- 

野生生物保護官という職業があることをはじめて知った。動物に関わる仕事には資格だけでなく、コミ

ュニケーションや体力根性が必要ということが印象に残った。 

-- 

自分が将来お店を開きたいと思っていて、それには資格が必要だったり実績も大切で国や県から許可を

もらわないといけないということをはじめて知りました。特に印象に残ったところは、資格と技術、知

識はもちろん大切だけど体力が結構大事と分かりました。 

-- 

これまで動物に関する仕事を調べる機会はたくさんあったけど、水族館など水中の動物のお世話などは

考えた事がなくて印象に残りました。 

-- 

色々な職の取るべき資格。職の内容や資格。動物に関わる大切な事 

-- 

動物は変化があったらサインを出すからちゃんと見ておくこと。トリマーは技術だけでなく犬の毛の特

徴などの知識を学ぶ。ペットショップの人でも犬や猫たちのことを理解しておかないといけない。ドッ

クトーレーナーと訓練士はしつける犬が家庭の犬や働く犬でわかれている。コミュニケーションが大

切。 

-- 

悪い流れに負けない。お互いを支え合うために働く。2023 年に国家資格愛玩動物看護師。必要なこと

資格・免許、技術・知識、やる気・根性。体力が大事。動物をしっかり観察する。動物たちを中心とし

た生活。動物の幅広い知識。 

-- 

自分の目線を明確に。お互いを支え合うために働く。動物の仕事をするうえで大切な事は体力、観察が

大切。 

-- 

動物と関わっている仕事の多さです。私は 5 つくらいしか思いつきませんでしたが、それ以上にあるこ

とにびっくりしました。また、ひとつの仕事でもその内容が多く、トリマーでは毛をカットするだけで

はなく、お客さんの要望や相談に答えたりなど私が分からなかった仕事内容もありびっくりしました。 

-- 

犬の保育園などがあることがはじめて知った。アニマルカフェの話しでふくろうやハリネズミは知って

いたけど、ナマケモノははじめて聞きました。それぞれの職業につくとき、どういった資格をとるとい

いなどが分かりました。コミュニケーション能力は社会にでるときに必要。動物の仕事は人と話すこと

が多くコミュニケーション力が大切。 

-- 

講話の中で、動物を扱う業種には 7 首里ほどあり、それぞれの業種には取得する資格や検定、学ぶこと

が違うことが知れた。また、動物を扱う職業は人と話す力が大切で、いまのうちに社会に出るため、コ

ミュニケーション能力を身に付けることが大切と知れた。 

-- 

動物と関わる仕事はたくさんあって、どれもコミュニケーション力や知識などが必要なんだと思いまし

た。 
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-- 

今日の講話で水族館のスタッフやドルフィントレーナーなどの仕事が国家資格だということをはじめて

知った。動物の仕事は必ず人や飼い主さんがいる。自分の幸せは他人の喜びに言っていたのが印象に残

った。 

-- 

人によろこんでもらうため働く。自利利他：自分の幸せは他人のよろこび。ペットホテル、野生生物保

護官、動物が好きを仕事と動物の意識へ。 

-- 

体力、資格、免許、やる気、根性、技術・知識が必要。 

-- 

トリマーの犬や猫が病気にならないようにするためにトリミングをするという話しがかっこよかった。

動物とふれあって仕事をするから動物中心の生活がくるときもある。 

-- 

自利利他：自分の幸せは他人の喜び。動物を好きという気持ち。命を取り扱うということ。飼育してい

る動物は、私たちがお世話をしないと生きていけない。コミュニケーションを取ることも大事。 

-- 

今日の講話の中で私が特に印象に残ったことは動物に関わる仕事には命を扱う仕事だという責任を持つ

ことが印象に残りました。はじめて知ったことは、資格と免許の違いです。どっちも同じだと思ってい

たけど、獣医師や看護師には免許も必要ということを知れました。 

-- 

働いてくれる人がいるから生活が成り立っている。お互いを支え合うために働く。自利利他。動物の愛

護及び管理に関する法律がある。 

-- 

決まったルート（普通の大学に通ってでは獣医とか無理）、潜水士は筆記。自分のやりやすい環境をつ

くる。コミュニケーション力が大事。 

-- 

動物に関わる仕事で思った以上に動物と関わる仕事があってびっくりしました。やっぱり資格とか色々

なものを取っておいたほうがいいんだなと思いました。 

-- 

動物取扱い業種別、業種によって必要な資格がちがう。潜水士の資格はペーパーテストのみで受けると

はじめて知った。実技テストだと思っていた。 

-- 

動物に関わる仕事それぞれにたくさんの意味があって、ペットショップ店員などは販売するだけでな

く、お客様に的確に教え伝えることも重要な役目であったりなどやっぱり動物を扱う仕事であっても人

間は必ず関わってくるのだとわかった。 

-- 

自分でペットショップなどの店をたてるときは県へ登録が必要で責任者を決めなければならないと知っ

た。そして責任者になるためには獣医師免許か愛玩動物飼養管理士の資格と必要な知識と経験が必要で

あると知った。 

-- 

観察力、コミュニケーション能力が必要。資格を持っていた方が有利。水族館は飼育だけでなく研究も

している。 

-- 

動物に関わる仕事では資格や技術、知識、やる気が大切 

-- 

犬の保育園などがあったりペットのホテルが存在していることです。印象に残っていることは、すごい

難しい資格だったりが必要だということが印象に残りました。あとは様々な業種とその内容も印象に残

りました。 

-- 
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はじめて知ったことは、動物に関わる職業を運営するためには動物取扱い業責任者要件資格を取得する

ということです。また、アニマルカフェは捨てられた動物を保護してふれあいをさせ里親を見つけると

いうことが雑処分される動物を減らせてよいなと思いました。 

-- 

お互いを支え合うために働く。資格を取ることは大切。動物を取り扱うときは登録と責任者が必要。人

と話すことも必要なためコミュニケーション能力も必要になる。 

-- 

自利利他。愛玩動物看護師が国家資格になった。 

-- 

職種によって資格が異なること。ペットフード販売士などの資格があること。 

-- 

販売や貸出で業者の資格が異なること。 

-- 

お互いを支え合うために働く。自利利他。資格免許技術知識やる気根性が必要。 

-- 

資格はもちろん、免許や技術、やる気が動物に関わる仕事では大切で中でも免許と技術が大切である。

あとコミュニケーションもなかなか大事。 

-- 

動物に関わる職業はやる気・根性がいる。ドッグトレーナーと訓練の違い。動物を中心とした生活にな

るかも。 

-- 

全国の獣医師の大学の定員は人の医師大学の定員よりも少ないことが印象に残った。ヒレタカフジクジ

ラの人工子宮装置で人工授精がはじめて知った。 

-- 

コミュニケーションを取ること。動物中心の生活になること。 
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質問 「本日の講話を聞いて、感じたことや思ったことを自由に書いてください。」 

 

※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、句読点の

位置も原文のままにしている。 

 

色々な動物に関する仕事があり、ひとつひとつ内容や業務なども違うことを知った。動物好きだけでは

やっていけない仕事だということも知った。大変な仕事だし資格なども取らないといけないと思うけど

今日の話を聞いてそれぼどやりがいを感じる仕事が多いと思った。 

-- 

動物と関わる仕事は種類がいっぱいあって、なるには資格や免許も必要だし、大変そうだなと思った。 

-- 

講話を聞いて、仕事をするうえでコミュニケーション力や動物たちの体調の変化に気づけるような観察

力が必要だということがわかりました。将来のために、今のうちから人に話しかけたりしてコミュニケ

ーション力を身に付けていきたいと思いました。 

-- 

色々な職業の話しをきけて良かったです。コミュニケーション能力が大切だということもよく分かりま

した。 

-- 

話す順番や話し方がわかりやすくてすごいなと思いました。 

-- 

色々な職があって興味をひいた職の内容だったり、はじめて知る資格があったりで取った方がいい資格

を考えることができたのでよかったです。 

-- 

愛玩動物看護師は獣医師の許可があればマイクロチップなどを埋め込めれる、また、2023 年に国家資

格になった。 

-- 

資格を取るだけじゃなくて動物の幅広い知識も大切だということが分かりました。説明も分かりやすく

てとても理解することができました。 

-- 

職種によってとる資格とかが違うこともわかったし、動物と関わる仕事には動物にストレスとかかけな

いことも大事ということも知りました。 

-- 

動物と関わる仕事は、いろんな資格、免許をとってつけるとしり、とても大変だと思いました。自分も

将来仕事が決まったら計画的にやろうと思いました。 

-- 

動物に関する仕事で案外大変な仕事ばかりだなと思いました。この授業をとおして、1 年生のうちから

色んな資格に挑戦していこうと思いました。進路でもせっきょくてきにいろんあんことを調べていこう

と思いました。あとは、もっと人と話そうと思いました。 

-- 

動物の仕事をするうえでは命をあつかう心構え、経管、資格、技術、知識、根性が大切と感じた。ま

た、動物たちは私たちがお世話をしないと生きていけないことを知り、命を扱う仕事として動物を第一

に考えようと思った。 

-- 

動物の仕事は資格や知識をたくさん身に付けないといけない仕事なので、将来に向けてコミュニケーシ

ョン力とかを身に付けていきたいと思いました。 

-- 

あらためて自分の犬のご飯のメーカーを覚えていなかったり、色んなものに触れていないなと感じたの

で、将来ペットトレーナーになりたいと思っているので、今からでも意識していきたいと思えた。 

-- 
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動物の仕事は少し興味がありました。ですが、理由は動物が好きだからだったので、今日学んだことを

ふまえたらそう簡単に動物の仕事につけないことがわかり、動物と関わる仕事への認識を変えることが

できたのでよかったなと思いました。 

-- 

動物の仕事をするうえで、観察力、体力、動物たちを中心とした生活、コミュニケーション力が大切だ

と聞いて納得しました。動物は言葉を話すことが出来ないので、私たちが観察して読み取っていくしか

ないんだなと思った。観察力をみがきます。 

-- 

犬や猫だけの仕事だと思っていたけど、魚や鳥、植物も入ってて動物と触れ合うことってたくさんある

んだと思った。コミュニケーション大事。 

-- 

動物に関わる仕事というのは、必ず正しい知識や責任感、資格など色々なことが関わってくるというこ

とが分かりました。仕事内容も幅広い仕事があり、参考にしていきたいと思いました。動物には命があ

り、それを私たちが愛情を持って、最後まで育てるということを忘れずにしていきたいです。 

-- 

どんな仕事でもコミュニケーションが大事だということを感じました。 

-- 

説明をしていた仕事はどれも動物の正しい知識を学んでおくことが大切だということがわかりました。

動物に関わる仕事がしたのでもっとたくさんの職業について自分で調べてみたいと思います。 

-- 

今まで動物に関われる仕事を少ししか知らなくて、その中のものだけで考えてあきらめていたけど、今

日の講話で動物に関わる仕事はとてもたくさんあることがわかってやっぱりもう少し考えたいと思うこ

とができたのでよかったです。 

-- 

動物にも人にもたくさん関わる仕事だからコミュニケーション能力はすごい大事なんだと思いました。

資格や実績をたくさんとって将来自分のためにもがんばりたいと思いました。 

-- 

何をするにも資格、どこへ行っても人とのコミュニケーションが大切だと思った。 

-- 

動物と関わる仕事でも他の仕事でもやっぱりコミュニケーション能力は大事だということがわかった。 

-- 

講話を聞いて、動物に関する仕事ではじめて知った職業もあった。やりたい職業によって取るべき資格

が違うので、自分のやりたい職業には何が必要なのか調べてみようと思った。 

-- 

動物と関わる仕事は、人間と違って言葉が通じなかったりするから改めて簡単にはつけない仕事だとい

うことを実感しました。これから取れる資格などは取っておこうと思いました。 

-- 

たくさんの業種、その内容、資格、仕事の内容が知れてよかったです。コミュニケーション能力や体力

が必要なことがわかったので力をつけたいと思いました。気が向いたら目指してみようと思いました。 

-- 

仕事をするときに必要な知識・技術・コミュニケーション力をいまのうちから高めようと思いました。 

-- 

動物についての仕事をするためには体力ややる気や気持ちが必要だとわかった。動物関係の仕事をする

ためにも資格をとるのは必要なのでとろうと思った。 

-- 

今までぼんやりとしかどんな職業なのかどういった資格が必要なのかあった方がいいのかわかっていな

かったけど、資格をもっている方が選択肢が広がることがわかったのでがんばっていきたいと思いまし

た。 

-- 
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今日の講話を聞いてもし私がペット関係、動物の仕事につくとしたら「保護猫カフェ」で働いたり、経

営をしてみたいなと思いました。もともと保護活動に興味があったけど資金だったり場所だったりとい

ろいろなん点があったので、この職業を知れてよかったと思いました。 

-- 

動物に関わるすべての職業には「動物の命を扱う」という心構えが必要だとあらためて感じることがで

きました。 

-- 

動物に関わる仕事は自分が思っていたよりもたくさんあって驚きました。どの仕事も楽しいことだけで

なく、つらいこともたくさんあるし、その仕事に就くために資格や免許を取るなど多くの時間やお金を

つかうこともあることがわかりました。知識だけでなく、コミュニケーションを取ることや動物とも周

りの人とも向き合うことが大切だとわかりました。 

-- 

免許や技術、やる気が大切というけれど、個人的には根性がとても大切だと思った。 

-- 

動物に関わる職業についていろいろ知ることができた。今日の講話をふまえて進路について考えてみよ

うと思った。 

-- 

動物に関係する仕事は、いっぱいあるけどそれぞれ資格がないと出来ないこともわかり、動物に関わる

ためには動物系の資格を取るため勉強をがんばるということがわかった。 
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3.２ 中部農林高等学校 職業講話 
 
3.2.1 実施概要 

日時 令和 6 年 11 月 28 日  10：00～12：00 

 対象 沖縄県立中部農林高等学校 熱帯資源科 1 年生 

 人数 36 名 

 講師 沖縄ペットワールド専門学校 吉田 剛先生 

 内容 コミュニケーションの大切さ 

 

3.2.2 生徒アンケート結果 

 

質問「課題では自分が思った通りに行動することができましたか？」（平均 4.2） 

 

 
89％の生徒が、「思った通り行動できた」「どちらかといえば行動できた」と答えた。 

 

質問 「自分のことをより深く知ることができましたか？」（平均 4.3） 

 

 
 

92％の生徒が、「深く知ることができた」「どちらかといえば知ることができた」と答えた。  
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質問 「他の人のことをより深く知ることができましたか？」（平均 4.4） 

 

94％の生徒が、「深く知ることができた」「どちらかといえば知ることができた」と答えた。 

 

 

質問 「あなたにとってプラスになりましたか？」（平均 4.8） 

 
 

100％の生徒が、「大変プラスになった」「どちらかといえばプラスになった」と答えた。 
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質問 「特に印象に残ったことや初めて知ったことを、箇条書きで記入してください。」 

 

※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、句読点の

位置も原文のままにしている。 

 

特に印象に残ったことは、エゴグラム・チェックリストです。最終的に自分の性格の特徴を知れたから

です。初めて知ったことは、ごちゃまぜＢＩＮＧＯで友だちの血液型や左利きとおいうことが知れまし

た。 

-- 

エゴグラム・コミュニケーションが大切、なぞの宝島 

-- 

エゴグラム、謎の宝島が印象に残った。エゴグラムでは自分の性格や傾向を知れたし、謎の宝島では人

の話を聞いたり自分の話をしたりして楽しかった。 

-- 

エゴグラムでは自分のことを知ることができた。謎の宝島はみんなの情報をかさねていって、だんだん

島の様子がわかってきたのが面白かった。黄色の箱の中身まで考えていて答えるのがおそかったのがく

やしかった。 

-- 

ごちゃまぜビンゴでやエゴグラム、宝島でのコミュニケーション能力や協力 

-- 

自分のことだけでなく、他者にも目を向けて話したり興味を持つことで、コミュニケーション能力が身

につく。 

-- 

印象に残ったことは宝探しでグループの人と協力しながらなぞを解くことができた。エゴグラムを通し

て自分がどういうタイプなのか、どの数値が一番高いかなど確認することができた。 

-- 

今日の授業で色々なゲームをしてみんなの事をはじめてしることとか、知っていることとかが知れた

し、自分のこともたくさん知る事ができた。宝を探すのはあまり話したことのない人たちでチームにな

って協力して宝を探すことができた。もっと仲良くなったと思う。 

-- 

エゴグラムでは自分がどのタイプにあてはまるかが分かった。最後の宝島が特に印象に残っていて、自

分のコミュニケーション能力の低さをあらためて実感できた。 

-- 

エゴグラムがきれに２と６にわかれていてびっくりした。 

-- 

今日、エゴグラムというゲームをして自分は献身パターンでＡが高くて大人な考え方をする人というこ

とがわかって印象に残った。 

-- 

エゴグラムで自分の性格とかをよりしることができた。ちょっと大人っぽいとかお母さんタイプとかを

初めて知ることができて、自分への理解が深めることができた。 

-- 

今回のゲームでごちゃまぜビンゴの時にいろんな人にあてはまるようなものをいったり、。アディダス

のくつの人―とか大声でいいました。それで友達の知らなかったことや初めて知ったことがきけてよか

ったです。 

-- 

仕事のほとんどは人とかかわらないと成り立たないことを初めて知った。また、みんなといろんなこと

を話し、情報を共有していくおもしろさが特に印象に残った。 

-- 

宝探しで自分の情報を相手に話すことやしっかり聞くことは大切なんだなと思った。人と協力してやる

ことは大切だと分かった。 

-- 
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エゴグラムでより自己分析ができ、印象に残った。クラスの人とたくさん交流してとても楽しくビンゴ

も宝箱も印象に残った。リレーションや自分を知ることって大切。相手に感心を持つ事もとても大切だ

と分かった。 

-- 

エゴグラムと謎の宝島が印象にのこっていて、エゴグラムは自分はどんな人なのかをわかったし、なぞ

の宝島ではみんなと一緒に情報をだしながら問題をとけた。 

-- 

みんなの協力やコミュニケーションがないと問題や課題を解決することはできないことがわかりまし

た。初めて知ったことは自分の性格です。 

-- 

一番楽しかったゲームは謎の宝島。ごちゃまぜビンゴでは、お互いのことがよく知れた。エゴグラムで

は自分の特徴や性格がわかった。みんなで情報を交換できた。 

-- 

謎の宝島ゲーム、自分のエゴグラムの結果。自分の考え方。 

-- 

ビンゴのときコミュニケーションをとることで友達の知らないことを知れた。自分はアイドル型のエゴ

だと知った。 

-- 

うまくコミュニケーションをとって情報共有することができたことが特に印象に残った。話すこと、聞

くこと、協力し合う姿勢がないとなりたたないことを初めて知ることができた。 

-- 

コミュニケーション能力、協力する、リーダーシップ、発言力 

-- 

エゴグラムでは自分のむいている職業とか性格がわかったので自分自身を見つめ直せたと思います。自

分に合った仕事を見つけてがんばりたい。 

-- 

エゴグラムで自分の特性が初めてわかり自分は周りに優しくする方だということを知り、そして、それ

を自分の意思で変えることもできる事が印象に残った。 

-- 

エゴグラム、自己理解を深めることでこれから人と付き合う上で気をつけた方がいい点などを知る事が

できました。 

-- 

謎の宝島が印象に残り、一人、それぞれ役割をこなしだれしもがグループや集団になると役目ができる

と知った。ビンゴが楽しかった。他の人のことをより知る事ができた。 

-- 

コミュニケーションの大切さ 

-- 

エゴグラムで半分以上の人が似ていることがわかって面白かったです。 

-- 

今日の講話で印象に残った事はゲームでやった謎の宝島です。あまりかかわったことのないメンバーで

情報を言ったり整理したり地図をかいたり大変だったけど、それぞれの役割をじかくしていたので、楽

しかったし、タイムはおそかったけどけっこういけたほうだと思いました。 

-- 

ビンゴとかエゴグラムをして、自分が思っていたよりもコミュ力が高かったことを知れたから、これか

らもっとコミュ力を高められるように頑張りたいです。 

-- 

自分の性格がわかるエゴグラムが印象にのこりました。 

-- 

エゴグラムで自分のことが分かったのが特に印象に残った。 

-- 
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ごちゃまぜビンゴとエゴグラムなぞの宝島というゲームを通して、コミュニケーション能力を試した

り、自分の自我を調べてみたり、相手と話し合ったり、一致団結をすることができました。 

-- 

相手の話を聞くこともコミュニケーションだと知れました。また、自分は献身的なタイプだということ

もわかった。また、女性が点数が高いＮＰがけっこう点数取れていたことも初めて知りました。 

-- 

①のごちゃまぜビンゴで友達だけど知らないことがあったりあまり話したことがない人とも話すことが

できたのでよかったです。人とコミュニケーションを取るには自分の意見をいうだけじゃなくて人の話

を聞くことも大事だと知ることができました。 

-- 

私はごちゃまぜビンゴをしてクラスの人がどんな人か初めて知ることができました。また、自分のタイ

プなどをあらためて知れてとてもよかったし、印象に残りました。 

-- 

エゴグラムをして自分は献身パターンと知れた。 
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質問 「本日の講話を聞いて、感じたことや思ったことを自由に書いてください。」 

 

※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、句読点の

位置も原文のままにしている。 

 

今日の講話は友だちのことや自分のことをゲームなどでわかりやすく知れたので楽しかったです。最後

のゲームはせいかいまではいけなかったけど、みんなと協力できてうれしかったです。 

-- 

何かを解決する時は、ほとんどの事が一人ではできなくて、周りにいる人といまよりもっとコミュニケ

ーションを取らないといけないと感じました。一人でもできることは少なくても、人とやったらできる

ことも楽しいことも増えるなと思いました。 

-- 

いろんな性格タイプの人がいて、そこで、自分の性格と合うか合わないかとかが決まるとわかった。自

己りかいができた。 

-- 

ごちゃまぜビンゴでは自己開示かみんなとのコミュニケーションが取れて良かった。エゴグラムでは自

分の性格がよくわかった。謎の宝島ではあまり話さないメンバーと話すことができてうれしかった。 

-- 

ごちゃまぜビンゴやエゴグラムでは他の人の情報を聞き取ることを目的としていたけど、謎の宝島では

周りの人の情報を取り入れながら整理していくというゲームだったので、コミュニケーション以外の能

力も必要でとても楽しかった。 

-- 

相手とコミュニケーションを取るときにはしっかり話しを聞くこと、必要なことや伝えたいことをまと

めて話すことが大切だなと思いました。この授業を通して自分や相手の性格を理解する事ができた。 

-- 

クラス内であまり話さない人とグループになったけどなぞ解きを通して少し仲良くなれた気がする。協

力して一番最初になぞときができた。自分のコミュニケーションとか自分がどのタイプに当てはまるか

がわかった。 

-- 

今日の講話で私の知らないかった友だちを見つけられたり、自分を見つけられたりしてとても楽しかっ

たです。ゲームではみんなで協力して答えをみつけたりしてコミュニケーションを取ることができてう

れしかった。答えを見つけ出した時がとてもうれしかったです。 

-- 

エゴグラムを見て、ＡＣ順応する私が一番高く、人の目を気にして生きているんだと感じました。 

-- 

ビンゴでこの人バイトしてたんだとかいろいろ知れたし、エゴグラムでもみんなのせいかくをしること

ができた。宝島のやつはもうちょっとはやく情報きょうゆうすればよかったと思いました。 

-- 

ゲームを通してコミュニケーションをとることができたし、前よりもクラスの人たちのことを知ること

ができたので、よかったです。また、自分のことを相手に話したり相手に関心をもつことが大切だとい

うことがわかったので、周りに関心を持つようにしたいと思いました。 

-- 

謎の宝島ではたくさんあった情報の中からみんなで文章を読みあって見つけていこうと思ったけど、な

かなかに難しくて大変だった。やはり、こういうところではチームワークが大事だなと思った。だから

みんなで協力して見つけることができた。 

-- 

こんなにともだちの知らないことを知れたり、みんなときょりょくしあったのははじめてでした。ほん

とうにたのしかったです。まえのこうわでは話し中心だったけどこんかいゲームをたくさんしたのでた

のしかったです。 

-- 
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私はこの講話を聞いて、グループワークを通して人の意見を共有して自分の意思を伝えるのは難しいこ

とだけど、コミュニケーションをとるっておもしろいなと感じた。また、自分から積極的に話すことで

みんなといろんな意見を出し合え、それを考え合うことって楽しいなと思った。 

-- 

講話を聞いて相手とコミュニケーションを取ることはとっても大事だし必要なんだなと思った。これか

ら仕事や学校生活でもコミュニケーションをとることを意識する。 

-- 

これからはもっとクラスの人と仲を深めれるよう、自分のことも知ってもらい、相手のことに関心をも

っていこうと思いました。人との交流ってとても大切ということが分かりました。私ももう少し積極的

になってみようと思いました。 

-- 

ゲームとかがいっぱいあって楽しかった。また、自分の性格みたいなのもわかってよかった。色々な人

としゃべれてよかった。 

-- 

本日の講話で協力する大切さとコミュニケーションの大切さを再認識することができてよかったなと思

いました。 

-- 

この講話を通してコミュニケーションがどれだけ大切か知ることができました。人は必ず人と関わるの

でこれから人と会話を大事にしていきたいと思いました。３つのゲームを通しても協力したり、お互い

のことを理解することができました。 

-- 

自分の知らない一面や特徴を知る事ができて新鮮で楽しかったです。グループのみんなと協力してひと

つの謎を答えにたどりついていくのは難しかったけど、その分、答えが分かったときはうれしかったで

す。 

-- 

チャックシートを通して自分の性格や考え方について知る事ができました。最後のグループワークで

は、自分の情報を伝えながら人の話をきき良いコミュニケーションが出来て楽しかったです。 

-- 

やっぱり人と話したり話しを聞いたりすることはとても楽しくて人生をより豊かにするためにはコミュ

ニケーションを取り合うことは人生においても自分や相手の成長にもとても大事なことなんだと思いま

した。 

-- 

あまりしゃべったことのないメンバーだったけどみんなきちんと発言できたのでよかったと思います。

前より仲良くなれた気がします。めっちゃ楽しかったです！ 

-- 

グループで自分の意見を言うときに少しきんちょうしたけど、みんながちゃんと聞いてくれて楽しかっ

たし、みんなで問題を解決していくことが楽しかったのでまたやりたいです。 

-- 

自分はあまり周りに対して関わらないことが多かったけど、ちゃんと自分の意思で行動し自分の考えや

人の考えを聞いてから動いていこうと思った。 

-- 

最後にやった謎の宝島で話しをしているとき、かぶせて話す人がいなくてやりやすかったです。高校に

入ってから授業ＭＢＴＩ診断などで自分について知る事が増えて苦手を思う理由とか気をつけた方がい

いことをしれてうれしいです。 

-- 

コミュニケーションの大切さをゲームや講話をとおして理解することができた。 

-- 

とても good 

-- 

みんなのことがよくわかって楽しかったです。 

-- 
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講話を聞いて思ったことは、ふだん話さない子たちとあらためてちゃんと話すことで、自分のコミュニ

ケーションのうりょくでなにがたりないのか、など知ることができました。今日学んだことをしょうら

いいかしていきたいです。 

-- 

宝島のゲームであまりなじみのないメンバーで最初はうまくできるか心配だったけど進行してくれたり

話をきいてくれる人ばかりで、最後までやりとげられてうれしかったし、楽しかったです。 

-- 

みんなで協力して謎の宝島をといている時に色々な情報をもとに宝島をあてることができてすごい達成

感があることを感じました。 

-- 

コミュニケーションがとても大事だと分かったからこれからがんばろうと思った。 

-- 

みんなとコミュニケーションを通じて、相手のことを知れたり、仲を深めたりすることができたと思い

ます。他にも、自分から積極的に行くのも良いけど、たまには相手に感心を持って話しかけてみたいと

思います。 

-- 

エゴグラムのＦＣとＣＰの分野の点数が低かったのでこれからの人生であげていくのと、自分の話ばか

りするのではなくて、相手の話もきちんと聞いていくことを意識してコミュニケーションをはかる。ち

ゃんと自分の意見を伝えていきたいです。 

-- 

皆でたのしめて良かったです。グループで集まるのはやったことあるけど、友達以外のクラスの人たち

とやる機会があまりなかったのでできてよかったと思いました。 

-- 

今日宝探しをしてコミュニケーションはめちゃくちゃよかったけど最後まで着けなかったのでなんでで

きなかったかを考えようと思いました。 

-- 

ごちゃまぜビンゴをしてみて案外皆のことを知らないんだなと思いました。エゴグラムで出た診断結果

が自分のしたい仕事と相性がよかったのでうれしかったです。宝島を当てるゲームは、情報を発言する

タイミングがむずかしかったです。 
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3.3 卒後セミナー 
 
3.3.1 実施概要 

日時 令和６年 8 月 23 日  19：30～21：30 

 対象 愛玩動物看護師として動物病院に勤務している方 

 人数 19 名 

 講師 福田 直也先生（琉球動物医療センター/RAMeC） 

 内容 「愛玩動物看護師による採血・留置について」 

 

 

3.3.2 受講者アンケート結果 

 

「本日のセミナーの満足度についてお聞かせください」（平均 5.0） 

 
１００％の受講者が「満足」と答えた。 

 

 

「本日のセミナーの内容は、これから役に立つと思いますか？」（平均 5.0） 

 
100％の受講者が「大変役に立つ」と答えた。 

  

19
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「本日のような Pet が開催するセミナー参加を、同僚や知人にどの程度薦めますか？」（NPS 5８） 

 

 

ネットプロモータースコアは５８だった。 

「推奨者割合（57.9％）」－「批判者割合（0％）」 

 

 

ネットプロモータ（Net Promoter Score）は顧客ロイヤリティ（Loyalty：愛着）を測定す

る指標です。顧客満足度（Custamer Satisfaction）を向上させても業績は向上しないことが

明らかになったため、真のリピーター（業績）を予測するために開発された指標です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「強く薦める」を 10、「全く薦めない」を 0 とする 11 段階で、親しい友人や同僚に対する

「お薦め度」を測ります。 

10 と 9 は「推奨者（ロイヤリティが高い層）」で、リピーターになるだけでなく、よい口コ

ミを広げてくれるプロモーターになり得ます。8 と 7 は「中立者」で、満足はしているがリピー

ターにはならない可能性が高い層です。6 以下は「批判者」で、不満を持っている層で放置する

と悪い口コミを広げる層です。 

 

NPS は、「推奨者の割合」-「批判者の割合」で求めます。 
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「セミナーを受けて特に印象に残ったことを」を記入してください。 

 

普段から採血・留置をやっていますが、いつもとは違うやり方を学べました！また練習用の模型をカ

ンタンに作れるのにビックリしました。模型を作ってみます！新人指導に良さそう！ 

-- 

今回、採血・留置セミナーに参加してみて、実際に実践してみるのがすごく良かったです。自分の苦

手なところを発見しやすくて、説明を聞いたあとに実践の流れが良かったです。 

-- 

とくにかくイメージ、実践してみる！失敗しても何がダメだったのか気づくことも大事 

-- 

自分が今まで、採血を実践した際に、出来なかった時、なぜ出来なかったのかよく分らなかったけど、

今回のセミナーで先生方のやり方や話しを聞いて、やっと理解できたような気がします。 

-- 

留置針の内針の先から外筒の先までの長さは考えたことがなかったので、次から注意して挿し込むよ

うにしようと思った。 

-- 

採血をするにあたっての心構えや体のしくみ（血管の場所）を把握する事で、保定者や動物の事を考

えて取り組む事を改めて感じさせられました。 

-- 

血管の位置の把握が大事 

-- 

採血の時、叩くのは NG！ということを初めて知った。（なでる程度で OK！） 

-- 

日頃、採血・留置はしているけど、今回のセミナーで採血・留置の仕方を改めて見直すことができま

した。 

看護師として目標を立てて成し遂げられるようにこれから頑張っていきたいです。 

-- 

針が細いと赤血球を壊してしまうこと。衝撃を与えると針をさしたのと同じく血管を縮めるため、血

液がとりにくくなる。衝撃を与えるのではなく、もんであげる。血管が体の中でどう流れているのかが

分った。 

-- 

実践ができたことがよかったです。 

-- 

座学で勉強するのと実践は大きく違うこと 

針の太さで挿入する感覚が変わること 

-- 

実際にやってみるという所。対面でやるという事が大切だなと感じました。 

-- 

針先角度等、シリンジの持ち方 

病院での練習方法（採血・留置） 

-- 

初めての経験だったので本日体験できた事すべてが印象的なのですが、採血技術はもちろん、しっか

り準備することが何事にも（採血以外でも）一番大事なんだと改めて確認することが出来てよかったで

す。また場所をしっかり把握する（血管がどこにあるか）ことも学べてよかったです。 

-- 

実際に針を使って練習できること 

-- 

何度も針を刺すのは虐待だという言葉が印象的でした。何度も採血をしているとどうしても作業化し

てしまっている部分もあったかなと振り返ってみて思ったので相手は動物でストレスの緩和や痛み（長

時間）への考えを改めて直そうと思いました。 
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採血は病院で何回かやった事があったのですが、留置はやった事がなかったので、勉強になりました。 

留置を刺す角度とか刺した後の手の動きなど 

-- 

針を刺す時の手の位置や、留置針を実際に扱ってみて初めて気づけることがあって良かった（逆血が

見える場所、外筒のすすめ方など） 

 

次回のセミナーで取り上げて欲しいテーマ・内容があればお聞かせください。 

 

後輩指導の方法 

OPE 助手 

-- 

猫の保定 

-- 

シニアケア 

-- 

デンタルケア、シニアケア、麻酔管理、緊急対応などなど 

-- 

犬のしつけの基本、デンタルケア 

-- 

麻酔管理、皮膚・シャンプー、猫の保定 

-- 

猫の保定が苦手なので、他の病院さんではどんな工夫をしているのか知りたい。 

-- 

栄養学、入院動物の管理・ケア、保定 

-- 

シニアケア、薬の作用副作用について 

-- 

猫の保定実践、栄養管理（特に経管管理） 

-- 

猫の保定の実践、麻酔管理（モニターの見方等） 

-- 

しつけ教室やデンタルケアの説明を実際にやっている病院さんがあれば、どのようにやっているのか

話しを聞いてみたい。今回のような実践で保定等のセミナーを受けてみたいです。 

-- 

デンタルケア、しつけ指導（飼い主様に対して） 

-- 

猫の保定、周術期の看護 

-- 

例に挙がっているものすべて。オンラインセミナーでもやって欲しいです 

-- 

周術期の看護、ごはん管理の飼い主指導の仕方、激怒犬へのアプローチ 

-- 

救急対応、OPE の麻酔管理 

-- 

麻酔管理（生体モニタ）、気管挿管 

-- 
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取り上げて欲しいテーマ まとめ 

猫の保定 6 

麻酔管理（生体モニタ） 5 

シニアケア 3 

デンタルケア 3 

保定 2 

飼い主しつけ指導 2 

周術期看護 2 

後輩指導の方法 1 

OPE 助手 1 

緊急対応 1 

犬のしつけの基本 1 

皮膚・シャンプー 1 

栄養学 1 

入院動物の管理・ケア 1 

薬の作用副作用 1 

経管栄養管理 1 

飼い主デンタルケアの説明 1 

飼い主栄養指導 1 

激怒犬アプローチ 1 

救急対応 1 

気管挿管 1 
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日頃、動物看護師の仕事をする中で感じている、困りごと、悩みがあればお聞かせください。 

 

後輩指導 

-- 

獣医が一人なので、看護師が採血・留置が理想ではあるが、できていない状況。今回のセミナーで少

しだけ自信がついた。早速行動に移したい。 

-- 

飼い主さん対応が苦手です 

-- 

後輩指導 

-- 

愛玩動物看護師の資格を持った先輩がいないので、獣医師から習うしかない。 

-- 

これからのキャリアアップ等、目標について具体的にみえてこない。模索中です。 

-- 

獣医師との接し方 

-- 

患者様への伝え方や言葉の選び方。 

-- 

飼い主様に対して、しつけ相談を受けた時に話す内容（うまく伝わらない） 

-- 
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3.4 ボランティア実施（沖縄こどもの国） 
日時 令和 6 年 9 月 22 日 10：00～15：00 

場所 公益財団法人 沖縄こどもの国 

対象 沖縄ペットワールド専門学校 飼育コース２年生 

 人数 19 名 

 内容 動物クイズスタンプラリー 

ヤクシマザル・マレーグマ・カバ・ゾウ・ライオンの５つの展示場の前で、10 分程

度のクイズを出題しスタンプラリーを行う。台紙・景品ともに 300 準備。人員配置

は、本部 4 名、各展示場 3～4 名。 

 参加者 約 300 人 

 

3.4.1 実施場所 
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3.4.2 活動の様子 
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3.4.3 ボランティア「参加前の動機」と「参加後の感想」の比較 

 

ボランティア前 「ボランティア活動に参加された理由は何ですか？」 

ボランティア後 「ボランティア活動に参加した感想を教えてください」 

 

＜社会の役に立ちたい＞ 

前：「社会の役に立ちたいと思ったから」について１１％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

後：「社会の役に立てた」について４２％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 

＜自分の成長につながる＞ 

前：「自分の成長につながるから」について４７％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

後：「自分の成長につながった」について７４％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 

 

10.5% 73.7% 10.5% 5.3%

（動機）社会の役に立ちたいと思ったから

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

47.4% 47.4% 5.3%

（動機）自分の成長につながるから

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

42.1% 52.6% 5.3%

（感想）社会の役に立てた

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

73.7% 26.3%

（感想）自分の成長につながった

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない
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＜社会勉強になる＞ 

前：「社会勉強になるから」について５８％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 

後：「社会勉強になるから」について７４％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 
 

＜就職に有利＞ 

前：「就職に有利だから」について２１％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

後：「就職に有利になる」について３７％の学生が「とても当てはまる」を選んだ 

 

 

 

  

73.7% 26.3%

（感想）社会勉強になった

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

57.9% 31.6% 10.5%

（動機）社会勉強になるから

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

21.1% 42.1% 26.3% 10.5%

（動機）就職に有利だから

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

36.8% 42.1% 15.8% 5.3%

（感想）就職に有利になる

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない
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＜勧められた・勧めたい＞ 

 

前：「友達や先生から薦められたから」について４７％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 
 

後：「後輩や友達にボランティア活動を薦めたい」について６３％の学生が「とても当てはまる」を選

んだ 

 

 
  

47.4% 31.6% 10.5% 10.5%

（動機）友達や先生から薦められたから

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

63.2% 31.6% 5.3%

（感想）後輩や友達にボランティア活動を薦めたい

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない
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動機と感想について、とても当てはまると回答した割合 

 

ボランティア活動を通じて、「自分の成長につながった」「社会勉強になった」と強く感じた学生は 7

４％だった。 

 

動機（期待）に対して結果が最も大きく変化したのは、「社会に役に立てた」という自己有用感だっ

た。 

※「自己有用感」は、他者や社会との関係性の中で、自分の存在を価値があるものとして認知する感

覚で、自分に自信をもって他者との協同活動ができるとされている。 

 

 

 
 

 

 

 

  

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

（動機）社会の役に立ちたい

（感想）社会の役に立てた

（動機）自分の成長につながる

（感想）自分の成長につながった

（動機）社会勉強になる

（感想）社会勉強になった

（動機）就職に有利になる

（感想）就職に有利になった

（動機）（感想）とても当てはまると回答した割合
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ボランティア「参加前の非認知能力自己評価」と「参加後の非認知能力自己評価」の比較 

 

※１～11 のアンケート項目は、経産省が 2006 年に発表した職場や地域社会で多様な人々と仕事をし

ていくために必要な基礎的な力である「社会人基礎力」を採用している。１2～15 のアンケート項目

は、文科省が掲げるキャリア形成力のうち 1～11 の項目に含まれない能力を採用している。いずれ

も、学校等で行われる試験で数値化が困難な「非認知能力」である。 

※能力の自己評価について「とてもある」に４点、「まあある」に３点、「あまりない」に２点、「全

くない」に１点を掛け、全体の平均を自己評価指標としている。ただし、すべての項目が同じ回答は、

妥当性に欠けるおそれがあるため集計から除外している。 

 

 

社会人基礎力は、前に踏み出す力（アクション）、考え抜く力（シンキング）、チームで働く力（チー

ムワーク）の３分野からなる。 

 

学生の活動前の自己評価で高かったのが、「チームで働く力」だった。 

活動後の変化率が大きかったのは、「チームで働く力」、「考え抜く力」だった。「前に踏み出す力」は

活動前後であまり変化がなかった。 

 

 

 
 

 

  

2.00 2.20 2.40 2.60 2.80 3.00 3.20 3.40

前に踏み出す力（アクション）

考え抜く力（シンキング）

チームで働く力（チームワーク）

社会人基礎力３領域 上-前 下-後
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＜前に踏み出す力（アクション）＞ 

 

活動前後で、目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒に「働きかける力」に変化があった。

ボランティア活動担当教員は「働きかける力」が向上したと客観的評価をしており、一致している。 

 

主体性、実行力に関しては活動前後で大きな変化はみられなかったが、主体性の数値が若干下がって

おり、ボランティア活動を通して主体性が不足していることに気づきがみられた。 

 

 

  

2.00 2.20 2.40 2.60 2.80 3.00 3.20 3.40

人から言われるのではなくやらないといけないこ

とを見つけて自分から進んで取り組む力（主体性）

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒

に行動する力 （働きかける力）

言われたことをやるだけでなく自分で目標を設定

して粘り強く行動する力（実行力）

自覚する非認知能力（前に踏み出す力：アクション） 上-前 下-後
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＜考え抜く力（シンキング）＞ 

 

活動前後で、大きな変化はみられなかった。 

 

ボランティア活動担当教員は、考え抜く力に変化はなかったと客観的評価をしている。 

 

 
 

  

2.00 2.20 2.40 2.60 2.80 3.00 3.20 3.40

目標を達成するために解決すべき問題を見つける

力（課題発見力）

目標を達成するための方法やするべきことの順番

を考えて準備する力（計画力）

解決すべき問題について解決方法を工夫して考え

る力（創造力）

自覚する非認知能力（考え抜く力：シンキング）上-前 下-後
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＜チームで働く力（チームワーク）＞ 

 

活動前後で、自分の考えをわかりやすく整理して相手に理解してもらえるように伝える「発信力」、

人が話しやすい雰囲気を作って人の意見をきちんと理解して聞く「傾聴力」に大きな変化があった。ま

た、グループの中で自分がどんな役割をすればよいのかを理解する「状況把握力」に変化があった。 

 

柔軟力、規律性は活動前後で大きな変化はみられなかった。 

 

ボランティア活動担当教員は、チームで働く力に変化はなかったと客観的評価をしている。 

 

 
 

 

  

2.00 2.20 2.40 2.60 2.80 3.00 3.20 3.40

自分の考えをわかりやすく整理して相手に理解して

もらえるように伝える力（発信力）

人が話しやすい雰囲気を作って人の意見をきちん

と理解して聞く力（傾聴力）

自分の考えだけにとらわれずに自分とは違う考え

や立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力）

グループの中で、自分がどんな役割をすればよい

のかを理解する力（状況把握力）

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行

動する力（規律性）

自覚する非認知能力（チームで働く力：チームワーク）上-前 下-後
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ボランティア参加前後の「キャリア形成力」の比較 

 

※１2～15 のアンケート項目は、文科省が掲げるキャリア形成力のうち 1～11 の項目に含まれない能

力を採用している。いずれも、学校等で行われる試験で数値化が困難な「非認知能力」である。 

 

活動後の変化率が最も大きかったのは「説得力」で、活動を通じて 34％上昇した。「情報収集力」は

23％上昇した。 

 

ボランティア活動担当教員は、「情報収集力」「職業理解力」が向上したと客観的評価をしている。 

 

 

 
 

  

2.00 2.20 2.40 2.60 2.80 3.00 3.20 3.40

自分に必要な情報や資料を探したり選びだしたり

する力（情報収集力）

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や

周りの人たちの仕事と結びつけて考える力（職業理

解力）

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える

力（説得力）

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝え

る力（プレゼン力）

自覚するキャリア形成力 上-前 下-後
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変化率の大きかった「非認知能力」 

 

活動前後の変化率が 40％を超えた「第一群」は、「傾聴力」と「発信力」だった。 

活動前後の変化率が 25％を超えた「第二群」は、「説得力」と「働きかける力」だった。 

傾聴力、発信力、説得力は、客観的評価が難しいことを示唆しており、評価方法の工夫が必要であ

る。 

 

★は担当教員が向上評価をした項目 

 
  

-20.0%-10.0% 0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

人が話しやすい雰囲気を作って人の意見をきちんと

理解して聞く力（傾聴力）

自分の考えをわかりやすく整理して相手に理解しても

らえるように伝える力（発信力）

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える力

（説得力）

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒に

行動する力 （働きかける力）

グループの中で、自分がどんな役割をすればよいのか

を理解する力（状況把握力）

自分に必要な情報や資料を探したり選びだしたりする

力（情報収集力）

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や周り

の人たちの仕事と結びつけて考える力（職業理解力）

目標を達成するために解決すべき問題を見つける力

（課題発見力）

解決すべき問題について解決方法を工夫して考える

力（創造力）

目標を達成するための方法やするべきことの順番を

考えて準備する力（計画力）

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝える力

（プレゼン力）

自分の考えだけにとらわれずに自分とは違う考えや

立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力）

言われたことをやるだけでなく自分で目標を設定して

粘り強く行動する力（実行力）

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行動

する力（規律性）

人から言われるのではなくやらないといけないことを

見つけて自分から進んで取り組む力（主体性）

非認知能力の変化率
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今後の活動課題としての「非認知能力」 

 

ボランティア活動後の自己評価が低く、かつ、前後の変化が少なかったのは、「実行力」、「主体性」

だった。この２つの能力向上は、今後のボランティア活動の重点課題になる。 

 

 

 

2.00 2.20 2.40 2.60 2.80 3.00 3.20 3.40

自分の考えをわかりやすく整理して相手に理解し

てもらえるように伝える力（発信力）

言われたことをやるだけでなく自分で目標を設定

して粘り強く行動する力（実行力）

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒

に行動する力 （働きかける力）

人から言われるのではなくやらないといけないこ

とを見つけて自分から進んで取り組む力（主体性）

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える

力（説得力）

目標を達成するための方法やするべきことの順番

を考えて準備する力（計画力）

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝え

る力（プレゼン力）

自分に必要な情報や資料を探したり選びだしたり

する力（情報収集力）

目標を達成するために解決すべき問題を見つける

力（課題発見力）

解決すべき問題について解決方法を工夫して考え

る力（創造力）

グループの中で、自分がどんな役割をすればよい

のかを理解する力（状況把握力）

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や

周りの人たちの仕事と結びつけて考える力（職…

人が話しやすい雰囲気を作って人の意見をきちん

と理解して聞く力（傾聴力）

自分の考えだけにとらわれずに自分とは違う考え

や立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力）

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行

動する力（規律性）

非認知能力自己評価 上-前 下-後
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3.5 ボランティア実施（県民環境フェア） 
日時 令和 6 年 11 月 10 日 9：00～16：00 

場所 イオンモール沖縄ライカム 

対象 沖縄ペットワールド専門学校 トータルペットケアコース 1 年生 

 人数 15 名（4 名インフルエンザにより欠席） 

 内容 県民環境フェア in 北中城 

【犬参加型イベント】 

 犬のおやつ当て 

 おやつぐるぐるマシン（手作りの知育おもちゃ） 

【こども・飼い主イベント】 

 クイズビンゴ 

 わなげ 

 クイズくじ引き 

 射的 

 ニオイ当てゲーム 

 ボンボン作り体験 

参加者 約 80 人 

 

3.5.1 ボランティア「参加前の動機」と「参加後の感想」の比較 

 

ボランティア前 「ボランティア活動に参加された理由は何ですか？」 

ボランティア後 「ボランティア活動に参加した感想を教えてください」 

 

＜社会の役に立ちたい＞ 

前：「社会の役に立ちたいと思ったから」について４４％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 
 

後：「社会の役に立てた」について５０％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 
  

44.4% 44.4% 11.1%

（動機）社会の役に立ちたいと思ったから

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

50.0% 42.9% 7.1%

（感想）社会の役に立てた

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない
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＜自分の成長につながる＞ 

前：「自分の成長につながるから」について９０％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 
 

後：「自分の成長につながった」について９３％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 
 

＜社会勉強になる＞ 

前：「社会勉強になるから」について７７％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 
 

後：「社会勉強になるから」について７１％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 
 

  

89.5% 10.5%

（動機）自分の成長につながるから

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

93.3% 6.7%

（感想）自分の成長につながった

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

76.5% 17.6% 5.9%

（動機）社会勉強になるから

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

71.4% 28.6%

（感想）社会勉強になった

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない
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＜就職に有利＞ 

前：「就職に有利だから」について７１％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 
 

後：「就職に有利になる」について７９％の学生が「とても当てはまる」を選んだ 

 

 
 

＜薦められた・薦めたい＞ 

前：「友達や先生から薦められたから」について４１％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 
 

後：「後輩や友達にボランティア活動を薦めたい」について７９％の学生が「とても当てはまる」を選

んだ 

 

 
  

70.6% 23.5% 5.9%

（動機）就職に有利だから

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

78.6% 14.3% 7.1%

（感想）就職に有利になる

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

41.2% 41.2% 11.8% 5.9%

（動機）友達や先生から薦められたから

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

78.6% 14.3% 7.1%

（感想）後輩や友達にボランティア活動を薦めたい

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない
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動機と感想について、とても当てはまると回答した割合 

 

ボランティア活動を通じて、「自分の成長につながった」と強く感じた学生は９３％だった。 

 

「社会勉強になる」は、動機（期待）に対して結果が下がった。 

 

 
 

 

  

44.4%

50.0%

89.5%

93.3%

76.5%

71.4%

70.6%

78.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

（動機）社会の役に立ちたい

（感想）社会の役に立てた

（動機）自分の成長につながる

（感想）自分の成長につながった

（動機）社会勉強になる

（感想）社会勉強になった

（動機）就職に有利になる

（感想）就職に有利になった

（動機）（感想）とても当てはまると回答した割合
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ボランティア「参加前の非認知能力自己評価」と「参加後の非認知能力自己評価」の比較 

 

※１～11 のアンケート項目は、経産省が 2006 年に発表した職場や地域社会で多様な人々と仕事をし

ていくために必要な基礎的な力である「社会人基礎力」を採用している。１2～15 のアンケート項目

は、文科省が掲げるキャリア形成力のうち 1～11 の項目に含まれない能力を採用している。いずれ

も、学校等で行われる試験で数値化が困難な「非認知能力」である。 

※能力の自己評価について「とてもある」に４点、「まあある」に３点、「あまりない」に２点、「全

くない」に１点を掛け、全体の平均を自己評価指標としている。ただし、すべての項目が同じ回答は、

妥当性に欠けるおそれがあるため集計から除外している。 

 

 

社会人基礎力は、前に踏み出す力（アクション）、考え抜く力（シンキング）、チームで働く力（チー

ムワーク）の３分野からなる。 

 

学生の活動前の自己評価で最も低かったのは「前に踏み出す力」、最も高かったのが「チームで働く

力」だった。 

活動後の自己評価で最も高かったのは「前に踏み出す力」で、変化率も最も大きかった。 

 

 

 
 

 

  

2.00 2.20 2.40 2.60 2.80 3.00 3.20 3.40

前に踏み出す力（アクション）

考え抜く力（シンキング）

チームで働く力（チームワーク）

社会人基礎力３領域 上-前 下-後
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＜前に踏み出す力（アクション）＞ 

 

活動前後で、すべての項目に変化があった。ボランティア活動担当教員もすべての項目が向上したと

客観的評価をしており、一致している。 

 

 

 
  

2.00 2.50 3.00 3.50

人から言われるのではなくやらないといけないこ

とを見つけて自分から進んで取り組む力（主体性）

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒

に行動する力 （働きかける力）

言われたことをやるだけでなく自分で目標を設定

して粘り強く行動する力（実行力）

自覚する非認知能力（前に踏み出す力：アクション）上-前 下-後
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＜考え抜く力（シンキング）＞ 

 

活動前後で、課題発見力と計画力に大きな変化はみられなかったが、創造力が大きく向上した。 

 

 
 

  

2.00 2.50 3.00 3.50

目標を達成するために解決すべき問題を見つける

力（課題発見力）

目標を達成するための方法やするべきことの順番

を考えて準備する力（計画力）

解決すべき問題について解決方法を工夫して考え

る力（創造力）

自覚する非認知能力（考え抜く力：シンキング）上-前 下-後
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＜チームで働く力（チームワーク）＞ 

 

活動前後で、自分の考えをわかりやすく整理して相手に理解してもらえるように伝える「発信力」、

人が話しやすい雰囲気を作って人の意見をきちんと理解して聞く「傾聴力」に大きな変化があった。 

 

ボランティア活動担当教員は、発信力に変化はなかったと客観的評価をしている。 

 

 
 

 

  

2.00 2.50 3.00 3.50

自分の考えをわかりやすく整理して相手に理解して

もらえるように伝える力（発信力）

人が話しやすい雰囲気を作って人の意見をきちん

と理解して聞く力（傾聴力）

自分の考えだけにとらわれずに自分とは違う考え

や立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力）

グループの中で、自分がどんな役割をすればよい

のかを理解する力（状況把握力）

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行

動する力（規律性）

自覚する非認知能力（チームで働く力：チームワーク）上-前 下-後
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ボランティア参加前後の「キャリア形成力」の比較 

 

※１2～15 のアンケート項目は、文科省が掲げるキャリア形成力のうち 1～11 の項目に含まれない能

力を採用している。いずれも、学校等で行われる試験で数値化が困難な「非認知能力」である。 

 

活動前後で、すべての項目に変化があった。ボランティア活動担当教員もすべての項目が向上したと

客観的評価をしており、一致している。 

 

 

 
 

  

2.00 2.50 3.00 3.50

自分に必要な情報や資料を探したり選びだしたり

する力（情報収集力）

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や

周りの人たちの仕事と結びつけて考える力（職業理

解力）

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える

力（説得力）

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝え

る力（プレゼン力）

自覚するキャリア形成力 上-前 下-後
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変化率の大きかった「非認知能力」 

 

活動前後の変化率が 20％を超えた項目は、「プレゼン力」「説得力」「創造力」「発信力」だった。 

 

 
 

  

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝え

る力（プレゼン力）

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える

力（説得力）

解決すべき問題について解決方法を工夫して考え

る力（創造力）

自分の考えをわかりやすく整理して相手に理解し

てもらえるように伝える力（発信力）

人から言われるのではなくやらないといけないこ

とを見つけて自分から進んで取り組む力（主体性）

自分に必要な情報や資料を探したり選びだしたり

する力（情報収集力）

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒

に行動する力 （働きかける力）

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や

周りの人たちの仕事と結びつけて考える力（職…

言われたことをやるだけでなく自分で目標を設定

して粘り強く行動する力（実行力）

人が話しやすい雰囲気を作って人の意見をきちん

と理解して聞く力（傾聴力）

自分の考えだけにとらわれずに自分とは違う考え

や立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力）

目標を達成するために解決すべき問題を見つける

力（課題発見力）

グループの中で、自分がどんな役割をすればよい

のかを理解する力（状況把握力）

目標を達成するための方法やするべきことの順番

を考えて準備する力（計画力）

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に

行動する力（規律性）

非認知能力の変化率
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今後の活動課題としての「非認知能力」 

 

ボランティア活動後の自己評価が低いのは、「発信力」、「課題発見力」「計画力」だった。この３つの

能力向上は、今後のボランティア活動の重点課題になる。 

 

 

 
 

  

2.00 2.50 3.00 3.50

自分の考えをわかりやすく整理して相手に理解し

てもらえるように伝える力（発信力）

目標を達成するために解決すべき問題を見つける

力（課題発見力）

目標を達成するための方法やするべきことの順番

を考えて準備する力（計画力）

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える

力（説得力）

グループの中で、自分がどんな役割をすればよい

のかを理解する力（状況把握力）

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒

に行動する力 （働きかける力）

言われたことをやるだけでなく自分で目標を設定

して粘り強く行動する力（実行力）

人が話しやすい雰囲気を作って人の意見をきちん

と理解して聞く力（傾聴力）

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝え

る力（プレゼン力）

人から言われるのではなくやらないといけないこ

とを見つけて自分から進んで取り組む力（主体性）

自分に必要な情報や資料を探したり選びだしたり

する力（情報収集力）

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に

行動する力（規律性）

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や

周りの人たちの仕事と結びつけて考える力（職…

解決すべき問題について解決方法を工夫して考え

る力（創造力）

自分の考えだけにとらわれずに自分とは違う考え

や立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力）

非認知能力自己評価 上ー前 下ー後
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3.6 中部農林高校職業意識プログラム前調査（２・1 年） 
 中部農林高校 1 年 

日時 2024 年 9 月 5 日 

  対象 熱帯資源科 1 年生 

  人数 39 名（男 6 女 32 他 1） 

（比較データ） 

 中部農林高校 2 年 

日時 2024 年 9 月 6 日 

  対象 熱帯資源科動物コース 2 年生 

  人数 20 名（男 2 女 15 他 3） 

 

3.6.1 将来の生き方や進路についての保護者との会話 

 

将来の生き方や進路について保護者と「よく話し合っている」生徒が 20％だった。「とき

どき話し合っている」と回答した割合を合わせると 72％で、２年生（70％）ほぼと同じだ

った。 

 

 

 
図 1 将来の生き方や進路についての保護者との会話 

 

  

20.5%

10.0%

51.3%

60.0%

23.1%

20.0%

5.1%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中部農林1年

中部農林2年

将来の生き方や進路についての保護者との会話

よく話し合っている ときどき話し合っている

あまり話し合っていない ほとんど話し合っていない
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3.6.2 将来希望する職業を決めているか 

 

将来希望する職業を、「はっきり決めている」「おおよそ決めている」と回答した割合は

44％だった。 

 

 

 
図 2 将来希望する職業を決めているか  

7.7%

50.0%

35.9%

35.0%

48.7%

5.0%

7.7%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中部農林1年

中部農林2年

将来希望する職業を決めているか

はっきり決めている おおよそ決めている

考えているがまだ決めていない まだ考えていない

将来仕事に就きたいとは思わない
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3.6.3 「仕事」「働くこと」のイメージ 

 

1 年生は、「楽しい」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」が 67％だった。 

2 年生は 63％で、「全くそう思わない」生徒が 16％いた。 

 

 

 
図 3 「仕事」「働くこと」のイメージ：「楽しい」 

 

 

 

1 年生は、「苦しい」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」が 77％だった。 

2 年生は、100％だった。 

 

 

 

 
図 4 「仕事」「働くこと」のイメージ：「苦しい」 
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「仕事」「働くこと」のイメージ：「楽しい」
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1 年生は、「やりがいがある」について「とてもそう思う」が 41％だった。 

2 年生は、58％だった。 

 

 
図 5 「仕事」「働くこと」のイメージ：「やりがいがある」 

 

 

 

1 年生は、「つまらない」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」が 31％だった。 

2 年生は、47％だった。 

 

 

 
図 6 「仕事」「働くこと」のイメージ：「つまらない」 
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1 年生は、「生活のため」について、「とてもそう思う」が 80％で「そう思う」と合わせる

と 100％だった。 

2 年生は、「とてもそう思う」は 26％だった。 

 

 

 

 
図 7 「仕事」「働くこと」のイメージ：「生活のため」 

 

 

1 年生は、「社会人として当然なこと」について、「とてもそう思う」が 26％だった。 

2 年生は 42％だった。 

 

 

 
図 8 「仕事」「働くこと」のイメージ：「社会人としての義務」 
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1 年生は、「達成感がある」について、「とてもそう思う」が 31％だった。 

2 年生は、47％だった。 

 

 

 
図 9 「仕事」「働くこと」のイメージ：「達成感がある」 

 

 

1 年生は、「生きている充実感がある」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」が

64％だった。 

2 年生は、73％だった。 

 

 

 
 

図 10 「仕事」「働くこと」のイメージ：「生きている充実感がある」 
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1 年生は、「人や世の中のためになる」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」が

85％だった。 

2 年生は、68％だった。 

 

 

 
 

図 11 「仕事」「働くこと」のイメージ：「人や世の中のためになる」 
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働くことのイメージの 6 項目について、「とてもそう思う」と回答した割合をまとめた。 

 

1 年生は、「生活のため」が特に多かった。次いで「やりがいがある」だった。 

2 年生は、「やりがいがある」が多く、次いで、「達成感がある」「苦しい」「社会人として

当然」というイメージを持っている。 

「とてもそう思う」を集計しているので、1 年生はまだ仕事に対するイメージが固まって

いないことがうかがえる。 

 

 

 
図 12 「仕事」「働くこと」のイメージで「とてもそう思う」と回答した割合 
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3.6.4 職業を選ぶにあたって重視すること 

 

1 年生は、「収入」について、「とても重要」が 51％だった。 

2 年生は、65％だった。 

 

 

 
図 13 職業を選ぶにあたって重視すること：「収入」 

 

 

1 年生は、「社会的地位」について、「あまり重要でない」が 59％だった。 

2 年生は、50％だった。 

 

 

 

 
図 14 職業を選ぶにあたって重視すること：「社会的地位」 
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1 年生は、「安定性」について、「とても重要」が 49％だった。 

2 年生は、75％だった。 

 

 

 
図 15 職業を選ぶにあたって重視すること：「安定性」 

 

 

 

1 年生は、「仕事の内容ややり方を自分で決められる」について、「とても重要」が 26％だ

った。 

2 年生は、40％だった。 

 

 

 
図 16 職業を選ぶにあたって重視すること：「仕事の内容ややり方を自分で決められる」 
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1 年生は、「自分の興味や好みに合っていること」について、「とても重要」は 54％だっ

た。 

2 年生は、75％だった。 

 

 

 

 
図 17 職業を選ぶにあたって重視すること：「自分の興味や好みに合っていること」 

 

 

 

1 年生は、「働く時間を自由に決めること」について、「とても重要」が 15％だった。 

2 年生は、30％だった。 

 

 

 
図 18 職業を選ぶにあたって重視すること：「働く時間を自由に決めること」 
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1 年生は、「能力を発揮できること」について、「とても重要」が 41％だった。 

2 年生は、55％だった。 

 

 

 
図 19 職業を選ぶにあたって重視すること：「能力を発揮できること」 

 

 

 

1 年生は、「社会や人のために役立ち貢献できること」について、「あまり重要でない」が

23％だった。 

2 年生は、「全く重要でない」を加えた割合が 30％だった。 

 

 

 

 
 

図 20 職業を選ぶにあたって重視すること：「社会や人のために役立ち貢献できること」 
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1 年生は、「働きやすいこと（仕事の環境）」について、「とても重要」が 77％だった。 

2 年生は、85％だった。 

 

 

 

 
図 21 職業を選ぶにあたって重視すること：「働きやすいこと（仕事の環境）」 

 

 

1 年生は、「新しいことにチャレンジできること」について、「とても重要」「まあ重要」が

64％だった。 

2 年生は、55％だった。 

 

 

 

 
図 22 職業を選ぶにあたって重視すること：「新しいことにチャレンジできること」 
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1 年生は、「勤務地の場所」について、「とても重要」が 26％だった。 

2 年生は 55％だった。 

 

 

 

 
図 23 職業を選ぶにあたって重視すること：「勤務地の場所」 
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職業を選ぶ際に重視することの 11 項目について、「とても重要」と回答した割合をまとめた。 

 

1 年生、2 年生ともに、「働きやすく」、「安定」した「収入」を得ることができる「自分の

興味や好みに合う」職業を選ぶ傾向がうかがえる。 

 

 

 
図 24 職業を選ぶにあたって重視することで「とても重要」と回答した割合 
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3.6.5 希望する勤務地 

 

1 年生は、「希望する勤務地」について、県内に希望する生徒は 58％だった。 

2 年生は、70％だった。 

 

 

 

 
図 25 希望する勤務地 
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3.6.6 仕事に関する意識・考え 

 

1 年生は、「やりたいことに困難があっても挑戦したい」について、「とてもそう思う」「ま

あそう思う」が 82％だった。 

2 年生は、65％だった。 

 

 

 
図 26 やりたいことに困難があっても挑戦したい 

 

 

 

1 年生は、「若いうちはいろいろな仕事を経験したい」について、「とてもそう思う」「まあ

そう思う」が 82％だった。 

2 年生も 1 年生とほご同じ傾向になった。 

 

 

 

 
図 27 若いうちはいろいろな仕事を経験したい 
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1 年生は、「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」について、「とてもそう思

う」が 72％だった。 

2 年生は、80％だった。 

 

 

 

 
図 28 暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい 

 

 

 

1 年生は、「仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい」について、「とてもそう

思う」が 41％だった。 

2 年生は、50％だった。 

 

 

 

 
図 29 仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい 
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1 年生は、「自分の会社や店を作りたい」について、「とてもそう思う」が 15％だった。 

2 年生は、10％だったがほぼ同じ傾向だった。 

 

 

 

 
図 30 自分の会社や店を作りたい 

 

 

1 年生は、「学歴より技術や技能を身につけることが大事だ」について、「とてもそう思

う」が 23％だった。 

2 年生は、55％だった。 

 

 

 

 
図 31 学歴より技術や技能を身につけることが大事だ 
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1 年生は、「周りに反対されても自分がやりたいことをしたい」について、「とてもそう思

う」が 49％だった。 

2 年生は、40％だった。 

 

 

 
図 32 周りに反対されても自分がやりたいことをしたい 

 

 

1 年生は、「地元で仕事や生活をしたい」について、「あまりそう思わない」「全くそう思わ

ない」が 44％だった。 

2 年生は、25％だった。 

 

 

 

 
図 33 地元で仕事や生活をしたい 
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1 年生は、「社会に役立つ仕事をしたい」について、「あまりそう思わない」「全くそう思わ

ない」が 15％だった。 

2 年生は、50％だった。 

 

 

 

 
図 34 社会に役立つ仕事をしたい 

 

 

1 年生は、「できるだけ高い地位につきたい」について、「とてもそう思う」「まあそう思

う」が 23％だった。 

2 年生は 30％だった。 

 

 

 

 
図 35 できるだけ高い地位につきたい 
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1 年生は、「よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい」について、「とてもそう思

う」「まあそう思う」が 79％だった。 

2 年生は、70％だった。 

 

 

 

 
図 36 よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい 

 

 

「望む仕事につけなくてもがまんして働くべきだ」について、「とてもそう思う」「まあそ

う思う」が 26％だった。 

2 年生は、40％だった。 

 

 

 

 

 
図 37 望む仕事につけなくても、がまんして働くべきだ 
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仕事に関する意識・考えの 12 項目について、「とてもそう思う」と回答した割合をまとめた。 

 

1 年生・2 年生ともに「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」と思い、「仕事

よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい」「周りに反対されても自分がやりたいことを

したい」という大きな傾向があった。 

特に相違がみられた項目は、「地元で仕事や生活をしたい」が 1 年生で低かった。また、

「やりたいことに困難があっても挑戦したい」「若いうちはいろいろな仕事を経験したい」

が、1 年生が高かった。 

 

 

 
図 38 仕事に関する意識・考えで「とてもそう思う」と回答した割合 
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3.7 委員意見 

 
＜動物専門連携授業・職業講話について＞ 

 

高校教員は専門学校教員に比べて、分厚い教科書を期間内に学んで試験に臨ませることを最優先に考

えてしまう。授業の時間数もあり、ざっと「広く浅く」やってしまいがち。１つの単元について時間を

かけて詳しく説明してもらえて非常に良い学びとなった。 

 

職業に関する講話を受けた１年生は、動物が好きという理由で中部農林高校の熱帯資源科に入学した

が自分が思っていた以上に動物に関係する職業が多く「やりたい」「好き」という気持ちだけではでき

ないこと、知識・技術・資格、県や国の許可が必要なものがあるということを再認識した。 

 

どのような仕事でもコミュニケーション能力が必要であり、大切であることに気づいた。自分に足り

ていない部分を知れたという意見もあった。専門の教員による授業で認知することができたことは、生

徒にとってとても良い刺激、学習になった。 

 

動物看護専攻の専門学生たちと内容は異なる。高校生はまだ飼い主の目線で、これから動物を相手に

していく。自身の担当が病気に関する理解を深める分野であった。 

 

愛玩動物飼養管理士１級のテキスト内容は非常に簡易。自分と動物の生活に結び付けられるよう意識

して膨らませている。 

 

＜卒後セミナーについて＞ 

 

ネットプロモータースコアの目安は 20 でマイナスになる事もある。今回の 58 という結果は非常に

高い。 

 

採血に関する内容だったため従事して１～２年目の方が多いと考えていたが、意外と 10 年目といっ

た方もいた。 

 

周知の方法は病院へのＦＡＸ。参加の有無はメールで返信してもらった。県内でリアルなセミナーや

学会はあまりない。ネットでの有料セミナーを含めても今回のような企画は近年なかったと思う。学び

たい人は多いと思うので、そういった方々のきっかけになった。 

 

＜ボランティア活動について＞ 

 

イオンモールライカムでは、学生たちが要望した爪切りや耳そうじといったボランティア活動を施設

に希望したが、施設内にペットショップがあるため急遽実施できなくなった。 

 

明確に中学生以下をターゲットにしたクイズを考えていた。言葉使いなど小さな子どもにも「伝える

こと」を考慮していたと感じた。当日も笑顔で子どもたちに接している学生の姿が見られた。自身の成

長を感じた学生も７割強という結果で非常にうれしい。 

 

  



 ３ 第二回連携プログラム開発検討委員会 

93 

 

＜職業意識調査について＞ 

 

中部農林高校の教員として気になった部分は、将来の生き方や進路について全国平均より高い 70％

が保護者と話しているとの結果ではあるが、逆に 30％が出来ていないことである。生徒たちへ職業観

や勤労観を伝え、できるだけゼロに近づけるようにしたい。 

 

生活できる収入があればのんびり暮らしたい、仕事より自身の趣味や自由を大切にしたいなど今どき

の傾向が出ている。反対に自分の会社や店を持ちたい、高い地位に就きたいといった回答が少ないのが

生徒の傾向なのかと強く感じる。 

 

＜サービスラーニングについて＞ 

 

サービスラーニングとは、「学校における学び」と「社会・企業における諸課題の解決」を具体的な

実践活動を通して結合させていく学びの手法。この学びを通して様々な社会・企業貢献活動によって、

双方向の人間関係を育み、学生が社会人としての資質や社会性を高め、課題解決力、チームとしての実

践力などを高めていくことを目的としている。 

「地域課題」「企業課題」を学生が地域や企業・団体の方々と協働して活動することにより、地域、

企業、学生が成長を実感する状況を実現する。 

 

プログラム構築の期間が残り２年ある。このサービスラーニングのプログラムができれば、地域と沖

縄ペットワールドのつながりが強くなれると考えている。ボランティア活動も実施前後の報告だけでは

なくタイアップ先からの評価もあれば、今より学生たちの社会的評価が上がると思う。 

 

学生たちには事前にレクチャーする時間を設け、考える「仕掛けづくり」を行い取り組んでみたい。

構築に向けてインターンシップや実習、ボランティアを受け入れてくれている企業へヒアリングに伺わ

せてほしい。ご協力よろしくお願いします。 
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4 第三回連携プログラム開発検討委員会 
 

実証授業報告と検討、令和６年度事業の振り返りと令和７年度の事業計画に関する意見交換を行った。 
 

4.1 中部農林高等学校 職業講話（情報の取り方生かし方：メモの活用） 
 

4.1.1 実施概要 

日時 令和 6 年 12 月 06 日  11：10～12：50 

 対象 沖縄県立中部農林高等学校 熱帯資源科動物コース 2 年生 

 人数 19 名 

 講師 広原敬幸講師 

 内容 情報の取り方生かし方 

 

4.1.2 生徒アンケート結果 

 

質問「授業の内容は理解できましたか？」（平均 4.7） 

 

 
100％の生徒が、「よく理解できた」「だいたい理解できた」と答えた。 

 

質問 「授業の内容はこれから役に立つと思いますか？」（平均 4.8） 

 

100％の生徒が、「大変役に立つ」「まあ役に立つ」と答えた。 
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質問 「授業の全体的な感想を教えてください」（平均 4.8） 

 
 

 

100％の生徒が、「大変よかった」「まあよかった」と答えた。 
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質問 「はじめて知ったことを記入してください。」 

 

※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、句読点の

位置も原文のままにしている。 

 

メモをとらないよりメモをとるほうが頭に入ってきた。メモをとるときは全てをとるのではなくて大事

なフレーズだけメモをして相手に伝える。話すときはできるだけ大きな声ではなしたらよいことが分か

った。 

-- 

伝言ゲームでメモを取りながら伝えられて、そしたら、メモをとっていない時ととっている時では伝わ

り方が違っていた。メモをとる時はボールペンより鉛筆のほうが良い。理由は水にぬれても消えないか

らだということです。 

-- 

メモはポイントだけ。同じ話を聞いても人それぞれ重要だと思うところが違う。 

-- 

メモは思い出すために簡単に書いておくこと。人に何かを伝えるときは覚えやすいように簡単にまた手

ぶりもいれるとよい。 

-- 

人に向けて何かを説明する時やそれを受け取る時のコツ。相手に対してどのようにしゃべれば理解しや

すい、聞き取りやすいか。 

-- 

メモをとる時は文章で書くのではなく重要な単語だけで書く。人は数字やカタカナが覚えにくいから数

字は言い方を工夫して伝えて、カタカナのものはしっかりメモを取ったりする。 

-- 

メモを取る時は、文章を書くんじゃなくて単語を書くとよいことを知りました。相手に伝える時は簡潔

に伝えるとよいことを知りました。メモをとる時はえんぴつで書いた方がよいことを初めて聞きまし

た。 

-- 

大事なことを聞き取るには意識して相手の話を聞く。とても重要な部分は字を濃くかいたり四角で囲

む。 

-- 

はじめて知ったことは、はじめて聞く言葉、とくにカタカナが覚えにくいことを知りました。また、メ

モをとる時はなるべくえんぴつがよいとわかりました。ボールペンだと上にするとインクがつかないか

らです。 

-- 

伝言ゲームのときに長い文章だと後半の文がほとんど伝わっていなかったり、カタカナや聞いた個々の

ない名前などは伝わりづらいと知った。 

-- 

メモをすることによって、内容がよく入り集中できて自分なりのまとめ方で繰り返し見ることで必要な

時に思いだすことができる。知らない単語や難しい単語はすぐにメモして調べるなりして、自分で理解

していくことが大切だなと考えた。人は未来の行動のために考えているということがわかりました。 

-- 

メモの大事さがわかりました。メモには単語だけでも十分伝えることができた。あと、メモを取るとき

にはボールペンが不向きだということを知れた。 

-- 

メモは見返さなければただのごみ。メモは文章を書かないで大事なところだけ書く。動物が好きなだけ

じゃ仕事はつとまらない。 

-- 

メモを取る事は情報を自分のものにすることや、いい言葉、後で調べようと思ったこと、大事なことを

ききとることがメモをとりやすいなと思いました。 

-- 
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メモをとると頭に残りやすい。単語でまとめたりするといい。話す時は頭にはいを言う。話をしっかり

聞いているを伝える。はっきりと相手に伝わりやすいように話す。 

-- 

メモを書くことで話の内容が頭にはいりやすくなったり、自分でまとめることができたりすると知っ

た。人に伝えることはとても難しく伝わってほしいことが伝わっていなかったりすると知った。話すと

きに必要なことは相手に聞こえる声ではっきりハキハキと話すことだと知った。 

-- 

社会人になると思いましたではなく考えましたを使って自分の考えを伝えるということを知りました。

メモをするときもただメモするのではなく、要点をまとめ見返したときにわかりやすくするように工夫

することが大事だということを知りました。 

-- 

今までもメモをとったりはしていたけど、確かにメモをとった方がわかりやすく理解しやすくなり、伝

える時も少し自信をもって伝えられるようになることが知れました。ほかには考えることは未来への行

動にうつすためのものであること、話す時は最初にハイといれたり、ハキハキしゃべる方がとても印象

がいいこと、動画でも失敗も苦労も自分のためになるなどいろんなことを聞いて知ることができまし

た。 
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質問 「特に印象に残ったことを記入してください。」 

 

※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、句読点の

位置も原文のままにしている。 

 

メモするときの書き方、大事な部分は濃く、絵をつけたり後からみてもわかるように書くなどいろいろ

なことが印象に残りました。これを生かしていきたいです。 

-- 

話を聞くときや誰かに伝える時は、メモを取るということ。話すときははいと必ず返事する。話す時は

はきはきと大きな声で話す。 

-- 

人は聞き間違えたりするから似ている言葉にちがいをつける。人が考えるのは未来の行動のため。大き

な声で発表する。 

-- 

言葉や文章だけでは相手にちゃんと伝わらないこともあるから簡単にメモをしたり言いかたを変えてわ

かりやすくすることが話をするのに大事だと考えることができました。 

-- 

相手に対してどのようにして説明すると理解し聞き取りやすいか。そしてそれを受け取る時にどうすれ

ばそれを記憶し理解できるかということが印象に残った。 

-- 

メモは記憶を思い出させるものだから大事な単語などのみを書く。失敗や苦労も自分のため、後輩に伝

えていくため大事なこと。やってきたことでためにならなかったことはない。 

-- 

伝言ゲームや働く人の話をきいてメモした内容は、皆それぞれ違っているということが印象に残りまし

た。また、メモして自分が印象に残った部分、大事だと思った部分も人によってそれぞれ違うことも印

象的だった。伝言ゲームは伝える人が多くなると、内容がだんだん変わっていき、伝言にもなっていな

いところがおもしろかった。 

-- 

メモは忘れないようにするためだけでなく、新しく知った言葉や後で調べる言葉も書くためだと知っ

た。伝言ゲームを通してメモがあるのとないのでは内容の正確度が全く異なることを知って、メモをす

ることの大切さを知ることができました。 

-- 

特に印象に残ったことは、伝言ゲームです。数人でやったゲームだけど人が多くなることで伝わる情報

は変わっていくことに気づかされました。 

-- 

伝言ゲームと伝言メモゲームです。伝言ゲームでは最初の人から５人目の人までに内容が全然違ってい

て、伝言メモゲームでは内容をすべて５人目まで伝えることができました。このゲームからメモが大事

という事がわかりました。（時間を伝える時も午前、午後、１時を１３時など） 

-- 

文章全部をおぼえようとするんじゃなくて、大切だと思う事、単語を覚えたりメモを取る事が大切。働

くことの意義は常に変化していく。 

-- 

特に印象に残ったことは水族館で働いている人のインタビュー動画で、自分が失敗したことは後輩に伝

えられる一番大切なことと言っていて失敗が一番大切と思ったことがなかったので、印象に残った。自

分の経験したことすべてが自分の成長につながっていてむだなものはないというところ。 

-- 

伝言ゲームでメモをしているのとしていないのでは伝わる量が全く違くて、メモをしていなかった場

合、わからない言葉、聞き取りづらい言葉は相手に伝える際、わからなくなったりしてうまく伝えるこ

とが難しいがメモに単語だけでもかいておくと伝える際に自分の頭の中で文章が作りやすく伝えたいこ

とを伝えられるのが印象にのこった。 

-- 
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メモを取りながら聞くのと取らないで聞いた時の違いに驚きました。メモを取らないといけないかった

らしっかり聞かないといけないし、頭に入りやすかった。 

-- 

伝言ゲームで後ろに行くほど自分が伝えた内容と違っていておもしろかった。みんな一人ひとり意見が

違ったこと。若い時しか失敗できない。コミュニケーション能力はどの仕事にも必要。 

-- 

伝言ゲームをしてメモを取る場合とメモを取らなかった場合で伝える文章が違ってくることがわかりま

した。メモを取るだけで集中力が増したり、覚えようとする力がついた。 

-- 

伝言ゲームではメモの大切さを知った。わかりやすく見てわかるようにメモをとるのは大事。頭に入り

やすくなったり集中してきける。大事な部分がわかりやすいし、頭の中で整理もできる。 

-- 

ゲームをとおして相手にどう伝えればわかるのか。文字の表し方をみんなで考えて発表したことです。 

-- 

伝言するときにどう相手にわかりやすく伝えるか、メモのしかたや言葉の言い換えなどを工夫する必要

があるということを伝言ゲームを通して身に染みて感じ印象に残りました。 

-- 

伝言ゲームのとき、たった５人しかいないのに伝わる内容が全く違っていき、こんなにも伝えたいこと

は相手に伝わっていないかったのかと驚き、どうしたら次の人にできるだけわかりやすく伝えていくこ

とができるんだろうかと考えさせられたことが今日の授業で特に印象に残ったことです。 
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質問 「今後授業で取り上げてほしい仕事内容やキャリアを考える上で体験してみたいことがあれば自

由に書いてください。」 

 

※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、句読点の

位置も原文のままにしている。 

 

トリマーの平均年収が知りたい。 

-- 

ペットショップの本当の仕事内容が知りたい。ブリーダーの仕事内容など。 

-- 

仕事の内容について実際に働いているところを動画でみれたらいいなと考えました。 

-- 

ペットショップなど動物関係についての職業についての説明など 

-- 

アニマルカフェの仕事について知りたい。保護カフェの仕事についても知りたい。どんな活動をするの

かなど。 

-- 

ペットショップの仕事について知りたいです。 

-- 

トリマーや看護師の仕事について知りたいです。 

-- 

自分は動物の保護から譲渡までにすごく興味があるので実際にどういう状態で保護されているのか保健

所をみたり話をきいてみたいです。 

-- 

今回は動物看護師や水族館で働く人のことを学んだけど、動物と仕事をするわけじゃない、動物の命を

救うわけでもない畜産業についての授業を受けてみたい。動物看護師などと仕事の向き合い方の違いを

知りたい。 

-- 

獣医師や看護師の方の一番の違いを知りたい。仕事内容が違うのは知っているが、何を中心に何を行っ

ているのかがあまりよくわかっていなくて知りたいなと思った。 

-- 

ペットトレーナーや動物のカフェの仕事について知りたい。動物関係の仕事を年収順に知りたい。ネイ

ルしながらできる動物関係の仕事があるのか知りたい。 

-- 

動物看護師の仕事内容ややりがいについて知りたい。動物園の仕事内容を体験してみたい。 

-- 

動物看護師、トリマーについて知りたい。 

-- 

いろんな仕事の体験をして自分に合った仕事をみつけたい。動物にかかわる仕事をいろんなことを教え

てほしい。 

-- 

もっとトリマーのことについて知りたい。コミュニケーション能力をつけるために言葉の意味や使い方

などを知りたい。 

-- 

ドッグトレーナーや訓練士系の職業の話を聴いたり体験したい。 

-- 

動物の飼育士、獣医師、ほかにも動物にかかわる仕事です。 
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質問 「授業を受けて感じたことや今日から実行することなど自由に書いてください。」 

 

メモはとれるかわからないが、話しているときや聞いているときは頭の中で大事なことを切り抜いて聞

いたことを忘れないないようにしようと思う。自分の将来の生き方について考えることができた。 

-- 

誰かとコミュニケーションをとる時はハキハキと話すことを心がけたいなと思いました。バイトとかで

お客さんと話す時などにちゃんと相手に伝わるようにぼそぼそじゃなく、大きな声で話すことをしたい

なと思いました。そして返事をすることを心がけていきたいなと思いました。 

-- 

人が話している事をメモするとその時にどんな事を言っていたかを後から見直すこともできるし、頭に

入るということが実際に伝言ゲームを通してわかり日頃の生活でも取り入れます。失敗の話を聞いて自

分がした失敗を振り返ってみると自分が失敗したのに先生が別の先生に注意されているのを思い出し

て、確かに守られているんだなって実感しました。 

-- 

感想は思うだけじゃなくて考えて次の行動へ移していけるとよい。 

-- 

メモを取る事の大切さや大事な単語だけを書くなどのコツがわかったので今後の生活の中でメモを取る

際はそのことを意識しながらやろうと思った。また、話をする時はハキハキ話す、大きい声で話すなど

日頃から意識してやっていく。 

-- 

授業をうけて考えること、思うこと、感じることは人それぞれだと知ることができ、いろんな人がいろ

んな価値観をもっているということを実感することができた。メモを書くことを実行していきたい。 

-- 

インタビューを受けていたイルカの飼育員さんははきはきと話していてとても聞きやすかったので、私

もハキハキ話せるように頑張りたいです。メモをとる際は文章を書くんじゃなくて単語をかいて相手に

伝える、相手に伝える時は簡けつに伝えることを心がけようと思いました。 

-- 

授業を受けて情報をすべて取り入れるためにはメモが大事な部分を意識して聞くことが大事だとわかり

ました。看護師やトリマー、飼育員の人たちはコミュニケーションが大事なことやきちんと伝えるとい

う共通している部分がありました。今日からコミュニケーションや相手に伝える時はわかりやすくハキ

ハキ伝えるようにします。 

-- 

授業を受けてみてちょっとしたゲームをしたり立ったりすることで頭をつかった授業に取り組むことが

できたと思うし楽しかったです。バイトの時に声がききづらいと言われるので大きな声でハキハキしゃ

べれるようにしていきたいです。 

-- 

伝言ゲームで人に言葉で情報を伝えると伝わらないことがわかったので、これからは人に伝えるときは

相手の目をみて話すことやメモをしてわたすなどの工夫が必要になってくる。自分の経験したことは自

分の成長につながると知ったので、これからの経験やいままでの経験を大切にしていきたい。 

-- 

人に話す際は大きな声でハキハキと聞く側はあいづちをうち、きちんときいていますという意思を示す

こと。メモをすることで頭で考えること、知識、集中力の向上につながると思いました。これからは、

もう少し聞き取りやすい大きな声やことば使い、わかりやすさを考え、メモの大切さを今日知ったため

授業にも活かしていけたらなと思った。 

-- 

私はなんとなくできるでしょって感じでメモをとらずにいるけど、それではいけないなと思いました。

今日からは大事だと思ったことをしっかりメモしていこうと思いました。 

-- 

メモをとるときは大事なところだけ短くできるだけ一文で書くこと。インタビューをみてハイと言った

後に大きな声でハキハキとしゃべっていてすごく聞きやすかった。これからは自分の思ったことをメモ

して見返し質問は大きな声で答えみんなに伝わりやすいようにしたい。 
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-- 

授業を受けて改めて人の話に耳を傾けてメモを取るということは大事だと思いました。ゲームでも学ん

だように耳だけ傾けるんじゃなく、ポイントをしっかりつかんでメモをし相手に伝えることを今日学ぶ

ことができました。今後も日頃からメモを取って重要なことを忘れないようにしていきたいなと思いま

した。 

-- 

どんな仕事でも人の話を聞いたり伝えたりする機会はあるから、コミュニケーション能力を高めたり、

メモをとって人の話を聞きのがさないようにしようと思った。人とはなすときは相手にわかりやすいよ

うはっきり話して、相手のはなしをしっかり聞く。 

-- 

次の授業からわかったことや調べたいことなどをメモしていきたいと思いました。自分の考えを相手に

伝えること、違う意見を知る事、それをできるようにしたいです。 

-- 

言葉遣いや返事を意識するだけで、印象がよくなったりするので普段から気をつけたいと感じました。

大事だと思ったことや思えないといけないものはメモをするようにして、その際も見返したときにわか

りやすいようにメモをするようにしたいです。 

-- 

伝言を伝えるときはわかりやすく簡潔にいう。話す時はハキハキと大きな声で話すなどを行いたいで

す。 
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4.2 北部農林高等学校 職業講話 
 

4.2.1 実施概要 

日時 令和 5 年 12 月 18 日 3～4 校時 

 対象 沖縄県立北部農林高等学校 熱帯農業科 1 年生 

 人数 17 名 

 講師 當間律子講師 

 内容 マナー研修 

 

 

4.2.2 生徒アンケート結果 

 

質問「本日の授業の内容は、理解できましたか？」（平均 4.5） 

 
 

88％の生徒が、「理解できた」「どちらかといえば理解できた」と答えた。 

 

 

質問 「今日の授業の内容は、これから役に立つと思いますか？」（平均 4.5） 

 

 
82％の生徒が、「大変役に立つ」「まあ役に立つ」と答えた。 
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5 2
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よく理解できた だいたい理解できた どちらともいえない

19

11

5

3 3
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R5
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大変役に立つ まあ役に立つ どちらともいえない
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質問 「あなたは将来希望する職業を決めていますか？」 

 
 

59％の生徒が、「はっきり決めている」「おおよそ決めている」と答えた。 
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はっきり決めている おおよそ決めている 考えているがまだ決めていない

まだ考えていない 仕事に就きたいとは思わない
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質問 「授業を受けて初めて知ったこと、初めて聞いたことを記入してください。」 

 

※生徒の書いた原文を忠実に表現するため、誤字や文章の訂正・修正を行っていない。また、ひらがな

表記や句読点の位置も原文のままにしている。 

 

-- 

人の見た目は大事だと分かった。3～5 秒でその人のことが分かると言うことが分かった。 

-- 

姿勢しだいで見方がかわる。 

-- 

第一印象が 3 秒から 5 秒で決まることを初めて知った。普段からみだしなみに気をつけていきたい。 

-- 

良い印象は笑顔も入る。 

-- 

やーなれー、ふかなれーということばをはじめて聞いた。 

-- 

人の印象は始めの 3 秒～5 秒 

-- 

やーなれー、ふかなれーをはじめて聞いた。 

-- 

人や面接官の前では礼儀を正しく。そして相手や自分のやった行動がいつか自分に全てかえってくるか

らです。 

-- 

どんな場面でも礼儀正しくいる。あいさつや身だしなみがで第一印象が変わる。 

-- 

マナーで一番大切な思いやり気配りについて。最敬礼や印象を決定付ける要素について。 

-- 

自分たちがいろいろなことをできているのはいろんな人の助けがあるということをよくわかった。なの

で自分も人を支えたり助けれるばめんがあれば助けていきたい。 

-- 

相手に良い印象をあたえるには第一印象が重要で 3～5 秒の間に第一印象をあたえられるとしった。 

-- 

ひょうじょうとしせいで相手にいんしょうをあたえるとわかった。あいさつをしてからおじぎするとわ

かった。 

-- 

人の外見は身だしなみ、姿勢、表情でわかるということがわかりました。 

-- 

表情は相手に安心感などの良いこうかが多くあり相手の気分がなごむ。相手のことを考えればしぜんに

マナーが自分に身につく 

-- 
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質問 「授業を受けて特に印象に残ったこと、授業を受けてよかったことを記入してください。」 

 

 

コミュ力を高くしたいので人の話をよく聞こうと思った。 

-- 

座り方や歩き方、語先後礼が印象に残った。お辞儀もその場にあったお辞儀をできるように意識した

い。座り方もいい状態をキープできるようになりたい。 

-- 

「い」を協調して言葉をはっきりする事で笑顔で言っているように見える。 

-- 

座り方をしれてよかった。 

-- 

よいしせい、よいお辞儀、笑顔と良い姿勢で立つ、笑声、良いお辞儀、面接の時にやくだつようなこ

とがいっぱいで受けてよかったと思いました。 

-- 

3～5 で人の印象が決まる。視覚 55％聴覚 38％話の内容 7％、みだしなみが大事だと分かった。 

-- 

私も最初は人前に立つだけでもはずかしかったのですが、今日の授業を受けて人前に立つ事がうれし

くなりそうです。そして礼儀の大切さを学びました。 

-- 

笑顔でわらいごえで話すと印象が良くなる。コミュ力がある人はいろんな人と話すんじゃなくて、相

手を思いやって会話ができる人。 

-- 

働くために大切なことや身だしなみ、基本的なあいさつ例、マナーについてを知れた。 

-- 

れいぎのことにかんしては小学校のころからまなんできたけれど、こんなくわしくはおしえてもらっ

てなかったから、これからのめんせつなどでかつようできるからおしえてもらえてよかったとおもう。 

-- 

笑顔で人の印象は 180°変わってコミュニケーションの大切さをまなべてよかったなと思いました。 

-- 

ひょうじょうとしせいで相手にいんしょうをあたえることが一番いんしょうにのこった。正しいしせ

いがわかったからよかった。 

-- 

良い人間関係を築く必要がある。それはコミュニケーション。挨拶。お辞儀ができるといんしょうが

よくなることがわかりました。 

-- 

しせい、表情、歩き方、立ち方でいんしょうがとてもさゆうされる。 

-- 

人と人とかかわらないと生きていけない。 

-- 
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質問 「今後、授業で取り上げて欲しい仕事内容や職業に必要なことなどがあれば自由に書いてくださ

い。」 

 

自分に向いている仕事が知りたい。 

-- 

動物の飼育員について知りたい。 

-- 

自分がどんな仕事にむいてるかしりたい。 

-- 

世界中の現在の森林のじょうたいを知りたい。そして次の森林復活にがんばっている人達の日常生活を

みたい。 

-- 

医療系や栄養士、管理栄養士の仕事についてしりたい。 

-- 

自分はどんな仕事にむいているかしりたい。 

-- 

どうすれば仕事がうまくできるのか。 

-- 

相手の感情をわかるようになりたい。相手の心をよめるようになりたい。 

-- 
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4.3 ボランティア活動実施概要 
日時 令和 6 年 12 月 21 日 １１：00～１６：00 

場所 サンエーメインシティ ３・４階中央エントランス 

対象 沖縄ペットワールド専門学校 動物看護専攻１年 

 人数 ３２名 

 内容 なは動物愛護フェスタ 

ペットの災害対策 

VMAT の紹介 

健康相談 

子ども向け体験コーナー 

クイズ 

犬猫の適正・終生飼養に関するパネル展 

犬猫の飼い方相談 

なはねこサポーター制度の紹介 

参加者 約４0 人 

 

4.3.1 活動の過程 
 

①「第一回ボランティアミーティング」（6 月） 

那覇市動物愛護イベントについて学生実行委員を募り、実行員会を開催した。 

 ボランティアを行うにあたり、場所、実施方法、告知方法、企画のアイデアを話しあった。 

 

＜希望開催場所＞ 

環境の杜より商業施設の方が、集客力がある 

・ライカムの下に動物を入れる場所があるので、そこで開催可能か。→那覇市開催のため厳しい 

・メインかやむを得ない場合は環境の杜 

＜実施方法（参加方法）＞ 

・作成はみんなで行い、当日はシフトでの参加（2 日開催か 1 日開催か） 

＜告知の方法＞ 

・パンフレット作製 

・ホームページやポスターを作成、病院やショップに掲示 

＜希望時期＞ 

10 月 2 週目、3 週目、12 月 1 週目、11 月 1 週目？ 

＜当日の内容＞※那覇市に提案する 

動物あり 

・動物との写真撮影会、クイズ大会 

・犬のしつけの仕方（基本）、実際に体験、アースとのふれあい 

・投薬の方法（動画やポスターで掲示） 

・猫のリードの付け方（大切さ） 

・長毛種の手入れ 

 

動物なし 

・着ぐるみとの写真撮影会 

・プロジェクター上映で犬や猫の飼育方法を投影 

・トレーニング説明（道具の説明） 

・狂犬病予防の大切さ 

・マイクロチップの推奨（動画でみせる、実物も） 

・ワクチン接種推奨（沖縄の現状も伝える） 

・ストラップ作り（動物関係） 

・動物の首輪にストラップ 売上の一部寄付 

・動物のおやつ作り 

・栄養について、中毒などの説明 

・動物の行動について 
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②「第二回ボランティアミーティング」（7 月） 

前回のミーティングででた企画等の具体化を行った。 

 

＜目的＞犬の適正飼育を伝える。～犬について理解を深めよう～ 

＜企画＞ 

・動物との写真撮影会（映えスポット）※着ぐるみとの写真撮影会 

・クイズ大会（検定形式にし、初級・中級・上級で Pet 認定賞状を授与） 

・スタンプラリー形式でスタンプを集めると景品 get 

・犬の飼育方法（しつけ、狂犬病予防の大切さなど）※ポスター掲示→実際に体験（アースとのふれあい） 

・投薬の方法などのパンフレット作製 

・ストラップ作り（動物飼育している方へ） 動物の首輪にストラップ 売上の一部寄付 

・シュシュやトートバック作成（動物を飼っていない方へ） ※料金￥500 → 募金へ 

＜希望開催場所＞ 

小禄ジャスコ前の芝生※人が集まる場所であり尚且つ動物も同伴可のため 

＜実施方法（参加方法）＞ 

・役割を分担しポスターを作成、当日はシフトでの参加（2 日開催か 1 日開催か） 

＜告知の方法＞ 

・ホームページやポスターを作成、病院やショップに掲示 

＜希望開催場所＞11 月 1 週目 

 
③「第三回ボランティアミーティング」（10 月） 

主催の那覇市の担当者と企画ミーティングを行った。 

 ミーティング参加者：那覇市担当者 2 名、学生実行委員 9 名（場所 502 教室） 

＜当日場所＞那覇市サンエーメインシティ、3 階と 4 階の通路 

＜日程＞12 月 21 日（土）、開催時間：11 時～16 時 

 

那覇市からのお願い：子供が興味をもてるような内容・企画にしてほしい。そこから親にも話をきいてほしい。 

生体の持ち込み禁止、物品の販売、飲食販売禁止、 

ぬいぐるみは借りることはできるがクリーニングが必須（予算確保できていない） 

ブース内容決定期限は、告知の関係で 11 月中に。 

学生からの提案 

スタンプラリー実施（用紙とスタンプは那覇市が準備） 

  風船やぬりえコーナーを設ける。クリスマス仕様も検討する。 

 

④那覇市担当者とのやりとり 

那覇市（10.31）：イベントで必要な物品のリスト作成依頼（物品購入ができる店舗：メイクマン、ヤマダ電機） 

Pet（11.14）：動物臓器パズル（景品は折り紙犬猫）、マジックバルーンをスタンプラリーの景品。物品リスト作成。 

那覇市（11.28）：物品リスト中のクーピーが高価で予算を超えるため色鉛筆に変更する。 

12.4：メインプレイスの下見を那覇市担当者と学生で行う。 

那覇市（12.11）：天井への飾りつけはできない旨の連絡がサンエーからあった。 

那覇市（12.18）：スタンプラリー台紙、写真添付用台紙、塗り絵印刷データの送付依頼。 
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4.3.2 活動の様子 
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4.3.3 ボランティア「参加前の動機」と「参加後の感想」の比較 

 

ボランティア前 「ボランティア活動に参加された理由は何ですか？」 

ボランティア後 「ボランティア活動に参加した感想を教えてください」 

 
前：「社会の役に立ちたいと思ったから」について２８％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 
 

後：「社会の役に立てた」について３６％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 
  

28.0% 44.0% 28.0%

（動機）社会の役に立ちたいと思ったから

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

36.4% 54.5% 4.5%4.5%

（感想）社会の役に立てた

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない
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前：「自分の成長につながるから」について４０％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 
 
後：「自分の成長につながった」について４６％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 
 
 

前：「社会勉強になるから」について４４％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 
 
後：「社会勉強になるから」について５０％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 
 

  

40.0% 52.0% 8.0%

（動機）自分の成長につながるから

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

45.5% 45.5% 9.1%

（感想）自分の成長につながった

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

44.0% 52.0% 4.0%

（動機）社会勉強になるから

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

50.0% 50.0%

（感想）社会勉強になった

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない
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前：「就職に有利だから」について２８％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 
 
後：「就職に有利になる」について３２％の学生が「とても当てはまる」を選んだ 

 

 
 

前：「友達や先生から薦められたから」について３３％の学生が「とても当てはまる」を選んだ。 

 

 
 
後：「後輩や友達にボランティア活動を薦めたい」について３２％の学生が「とても当てはまる」を選

んだ 

 

 
  

28.0% 48.0% 24.0%

（動機）就職に有利だから

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

31.8% 54.5% 13.6%

（感想）就職に有利になる

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

33.3% 33.3% 25.0% 8.3%

（動機）友達や先生から薦められたから

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

31.8% 50.0% 18.2%

（感想）後輩や友達にボランティア活動を薦めたい

とても当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない
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動機と感想について、とても当てはまると回答した割合 

 

ボランティア活動を通じて、「社会勉強になる」と強く感じた学生は５０％だった。 

 

 
 

 

  

28.0%

36.4%

40.0%

45.5%

44.0%

50.0%

28.0%

31.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

（動機）社会の役に立ちたい

（感想）社会の役に立てた

（動機）自分の成長につながる

（感想）自分の成長につながった

（動機）社会勉強になる

（感想）社会勉強になった

（動機）就職に有利になる

（感想）就職に有利になった

（動機）（感想）とても当てはまると回答した割合
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ボランティア「参加前の非認知能力自己評価」と「参加後の非認知能力自己評価」の比較 

 
※１～11 のアンケート項目は、経産省が 2006 年に発表した職場や地域社会で多様な人々と仕事をしてい

くために必要な基礎的な力である「社会人基礎力」を採用している。１2～15 のアンケート項目は、文科省

が掲げるキャリア形成力のうち 1～11 の項目に含まれない能力を採用している。いずれも、学校等で行われ

る試験で数値化が困難な「非認知能力」である。 

※能力の自己評価について「とてもある」に４点、「まあある」に３点、「あまりない」に２点、「全くな

い」に１点を掛け、全体の平均を自己評価指標としている。ただし、すべての項目が同じ回答は、妥当性に

欠けるおそれがあるため集計から除外している。 

 

 

社会人基礎力は、前に踏み出す力（アクション）、考え抜く力（シンキング）、チームで働く力

（チームワーク）の３分野からなる。 

 

学生の活動前の自己評価で最も低かったのは「前に踏み出す力」、最も高かったのが「考え抜く

力」だった。 

活動後の自己評価で最も高かったのは「チームで働く力」だった。変化率が最も大きかったのは

「前に踏み出す力」だった。 

 

 
 

 

 

 

  

1.00 1.50 2.00 2.50 3.00

前に踏み出す力（アクション）

考え抜く力（シンキング）

チームで働く力（チームワーク）

社会人基礎力３領域 上-前 下-後
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＜前に踏み出す力（アクション）＞ 

 

活動前は、実行力が最も高かったが、活動後は主体性が最も高くなり大きく変化した。実行力は

低下した。 

ボランティア活動担当教員は、活動前と比較すると主体性は－１ポイント、働きかける力は－２

ポイント、実行力は変化なしの客観的評価をしており、グループ活動を通してアクション能力が低

いことを認知できている。 

 

 

 
  

2.00 2.20 2.40 2.60 2.80 3.00 3.20 3.40

人から言われるのではなくやらないといけないこ

とを見つけて自分から進んで取り組む力（主体性）

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒

に行動する力 （働きかける力）

言われたことをやるだけでなく自分で目標を設定

して粘り強く行動する力（実行力）

自覚する非認知能力（前に踏み出す力：アクション）上-前 下-後
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＜考え抜く力（シンキング）＞ 

 

活動前後で、シンキング能力に変化はみられなかった。 

ボランティア活動担当教員は、活動前と比較すると、課題発見力、計画力は変化なし、創造力が

－１ポイントと客観的評価をしている。 

 

 

 
 

  

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50 3.00 3.50 4.00

目標を達成するために解決すべき問題を見つける

力（課題発見力）

目標を達成するための方法やするべきことの順番

を考えて準備する力（計画力）

解決すべき問題について解決方法を工夫して考え

る力（創造力）

自覚する非認知能力（考え抜く力：シンキング）上-前 下-後
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＜チームで働く力（チームワーク）＞ 

 

活動前後で、状況把握力が大きくプラスに変化した。逆に、規律性はマイナスになった。 

 

ボランティア活動担当教員は、活動前後で傾聴力はプラス１の評価、その他はマイナス１の客観

的評価をしている。 

 

 
 

 

  

2.00 2.50 3.00 3.50

自分の考えをわかりやすく整理して相手に理解して

もらえるように伝える力（発信力）

人が話しやすい雰囲気を作って人の意見をきちん

と理解して聞く力（傾聴力）

自分の考えだけにとらわれずに自分とは違う考え

や立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力）

グループの中で、自分がどんな役割をすればよい

のかを理解する力（状況把握力）

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行

動する力（規律性）

自覚する非認知能力（チームで働く力：チームワーク）上-前 下-後
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ボランティア参加前後の「キャリア形成力」の比較 

 
※１2～15 のアンケート項目は、文科省が掲げるキャリア形成力のうち 1～11 の項目に含まれない能力を

採用している。いずれも、学校等で行われる試験で数値化が困難な「非認知能力」である。 

 

活動前後で、説得力、プレゼン力が大きく変化した。 

ボランティア活動担当教員もすべての項目で変化なしと客観的評価をしている。 
 

 
 

 

  

2.00 2.50 3.00 3.50

自分に必要な情報や資料を探したり選びだしたり

する力（情報収集力）

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や

周りの人たちの仕事と結びつけて考える力（職業理

解力）

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える

力（説得力）

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝え

る力（プレゼン力）

自覚するキャリア形成力 上-前 下-後
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変化率の大きかった「非認知能力」 

 

活動前後で特に主体性が大きく変化した。 

逆に、規律性、計画力、実行力、柔軟力が低くなり、気づきが得られたことを示している。 

 

 
 

  

-10.0% -5.0% 0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

人から言われるのではなくやらないといけないこ

とを見つけて自分から進んで取り組む力（主体…

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一

緒に行動する力 （働きかける力）

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝え

る力（プレゼン力）

グループの中で、自分がどんな役割をすればよい

のかを理解する力（状況把握力）

自分の考えや意見を相手が納得するように伝え

る力（説得力）

自分の考えをわかりやすく整理して相手に理解し

てもらえるように伝える力（発信力）

解決すべき問題について解決方法を工夫して考

える力（創造力）

目標を達成するために解決すべき問題を見つけ

る力（課題発見力）

自分に必要な情報や資料を探したり選びだしたり

する力（情報収集力）

人が話しやすい雰囲気を作って人の意見をきち

んと理解して聞く力（傾聴力）

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や

周りの人たちの仕事と結びつけて考える力（職…

自分の考えだけにとらわれずに自分とは違う考え

や立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力）

言われたことをやるだけでなく自分で目標を設定

して粘り強く行動する力（実行力）

目標を達成するための方法やするべきことの順

番を考えて準備する力（計画力）

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に

行動する力（規律性）

非認知能力の変化率
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今後の活動課題としての「非認知能力」 

 

ボランティア活動後の自己評価が低いのは、「発信力」、「実行力」「働きかける力」「説得力」だ

った。この４つの能力向上は、今後のボランティア活動の重点課題になる。 

 

 
 

  

2.00 2.50 3.00 3.50

自分の考えをわかりやすく整理して相手に理解して

もらえるように伝える力（発信力）

言われたことをやるだけでなく自分で目標を設定し

て粘り強く行動する力（実行力）

目標を達成するために周りの人に呼びかけて一緒

に行動する力 （働きかける力）

自分の考えや意見を相手が納得するように伝える

力（説得力）

目標を達成するための方法やするべきことの順番

を考えて準備する力（計画力）

解決すべき問題について解決方法を工夫して考え

る力（創造力）

自分に必要な情報や資料を探したり選びだしたりす

る力（情報収集力）

伝えたい情報をわかりやすいように工夫して伝える

力（プレゼン力）

学校で学んだことや体験したことを自分の生活や

周りの人たちの仕事と結びつけて考える力（職業…

目標を達成するために解決すべき問題を見つける

力（課題発見力）

人が話しやすい雰囲気を作って人の意見をきちん

と理解して聞く力（傾聴力）

自分の考えだけにとらわれずに自分とは違う考え

や立場も尊重して理解しようとする力（柔軟力）

グループの中で、自分がどんな役割をすればよいの

かを理解する力（状況把握力）

集団や社会生活の規則やルールを守って適切に行

動する力（規律性）

人から言われるのではなくやらないといけないこと

を見つけて自分から進んで取り組む力（主体性）

非認知能力自己評価(上-前、下-後）
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4.4 中部農林高校プログラム前後調査（２年） 
 プログラム前 

日時 2024 年 9 月 6 日 

  対象 熱帯資源科動物コース 2 年生 

  人数 20 名（男 2 女 15 他 3） 

 

 プログラム後 

日時 2025 年 1 月 11 日 

  対象 熱帯資源科動物コース 2 年生 

  人数 20 名（男 2 女 15 他 3） 

 

4.4.1 将来の生き方や進路についての保護者との会話 

 

プログラム前後で、大きな変化はなかった。 

プログラム後に「よく話し合っている」「ときどき話し合っている」と回答した割合は

65％で、全国（83％）と比較すると低かった。 

 

 
 

 

  

10.0%

10.0%

21.9%

55.0%

60.0%

60.9%

20.0%

20.0%

13.7%

15.0%

10.0%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プログラム後

プログラム前

全国（高２）

将来の生き方や進路についての保護者との会話

よく話し合っている ときどき話し合っている

あまり話し合っていない ほとんど話し合っていない
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4.4.2 将来希望する職業を決めているか 

 

「はっきり決めている」「おおよそ決めている」と回答した割合について、プログラム前は

50％だったが、プログラム後は 60％に上昇し、全国（52％）よりも高かった。 

 

 

 

 
  

10.0%

18.5%

50.0%

50.0%

33.7%

25.0%

35.0%

33.7%

10.0%

5.0%

13.5%

5.0%

10.0%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プログラム後

プログラム前

全国（高２）

将来希望する職業を決めているか

はっきり決めている おおよそ決めている

考えているがまだ決めていない まだ考えていない

将来仕事に就きたいとは思わない
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4.4.3 「仕事」「働くこと」のイメージ 

 

「楽しい」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」がプログラム前は 63％だった

が、プログラム後は 70％になった。※プログラム前は無回答 1（有効回答数 19）あり 

 

 

 
 

 

 

「苦しい」について、「とてもそう思う」がプログラム前は 42％だったが、プログラム後

は 25％だった。※プログラム前は無回答 1（有効回答数 19）あり 
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「やりがいがある」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」がプログラム前は 84％

だったが、プログラム後は 80％だった。 

 

 
 

 

 

「つまらない」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」がプログラム前は 47％だっ

たが、プログラム後は 25％だった。 
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「生活のため」について、「とてもそう思う」がプログラム前は 26％だったが、プログラ

ム後は 35％だった。 

 

 
 

 

「社会人として当然なこと」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」がプログラム

前は 74％だったが、プログラム後は 80％だった。 
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「達成感がある」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」がプログラム前は 84％だ

ったが、プログラム後は 75％だった。 

 

 

 
 

 

 

「生きている充実感がある」について、「とてもそう思う」がプログラム前は 37％だった

が、プログラム後は 20％だった。 
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「人や世の中のためになる」について、「とてもそう思う」がプログラム前は 32％だった

が、プログラム後は 45％だった。 
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働くことのイメージの 6 項目について、「とてもそう思う」と回答した割合をまとめた。 

 

プログラム前後で変化率が最も大きかったのは、「生きている充実感がある」で 37％から

20％に減少した（変化率-46％）。次いで、「人や世の中のためになる」で 32％から 45％

に増加した（変化率＋42％）。「苦しい」は 42％から 25％に減少した（変化率-41％）。 

「つまらない」は 16％から 10％に減少（変化率－37％）、「生活のため」は 26％から

35％に増加した（変化率＋33％）。 

 

イメージの強さをみると、プログラム前は「やりがいがある」「達成感がある」「苦しい」

「社会人として当然」が強かったが、プログラム後は「やりがいがある」「人や世の中のため

になる」「社会人として当然」が挙がった。 
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4.4..4 職業を選ぶにあたって重視すること 

 

「収入」についてはプログラム前後で特に変化はなかった。 

 

 

 
 

 

「社会的地位」について、「とても重要」がプログラム前は 15％だったが、プログラム後

は 35％だった。 
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「安定性」について、「とても重要」がプログラム前は 75％だったが、プログラム後は

50％だった。 

 

 

 
 

「仕事の内容ややり方を自分で決められる」について、プログラム前後で大きな変化はな

かった。 
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「自分の興味や好みに合っていること」について、「とても重要」がプログラム前は 75％

だったが、プログラム後は 50％だった。 

 

 

 
 

 

 

「働く時間を自由に決めること」について、プログラム前後で大きな変化はなかった。 
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「能力を発揮できること」について、「とても重要」がプログラム前は 55％だったが、プ

ログラム後は 30％だった。 

 

 

 
 

 

「社会や人のために役立ち貢献できること」について、プログラム前後で大きな変化はな

かった。 
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「働きやすいこと（仕事の環境）」について、「とても重要」がプログラム前は 85％だった

が、プログラム後は 55％だった。 

 

 

 
 

 

「新しいことにチャレンジできること」について、「とても重要」「まあ重要」がプログラ

ム前は 55％だったが、プログラム後は 65％だった。 
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「勤務地の場所」について、「とても重要」がプログラム前は 55％だったが、プログラム

後は 35％だった。 
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職業を選ぶ際に重視することの 11 項目について、「とても重要」と回答した割合をまとめた。 

 

プログラム前後で大きく変化したのは、変化率＋133％の「社会的地位」、変化率－45％

の「能力を発揮できる」だった。 

 

重要度の強さをみると、プログラム前は「働きやすいこと」「安定性」「自分の興味や好み

に合う」の順に高かったが、プログラム後は「収入」が一番高くなった。 
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4.4..5 希望する勤務地 

 

「希望する勤務地」について、「今住んでいる市町村」「県内の市町村」を希望する生徒が

プログラム前は 70％だったが、プログラム後は 60％だった。 
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4.4..6 仕事に関する意識・考え 

 

「やりたいことに困難があっても挑戦したい」について、プログラム前後で変化がなかっ

た。 

 

 

 
 

 

「若いうちはいろいろな仕事を経験したい」について、「とてもそう思う」がプログラム前

は 30％だったが、プログラム後は 10％だった。 
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「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」について、「とてもそう思う」がプロ

グラム前は 80％だったが、プログラム後は 60％だった。 

 

 

 

 
 

 

「仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にしたい」について、「とてもそう思う」がプ

ログラム前は 50％だったが、プログラム後は 40％だった。 
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「自分の会社や店を作りたい」について、「とてもそう思う」「まあそう思う」がプログラ

ム前は 30％だったが、プログラム後は 40％だった。 

 

 

 

 
 

 

「学歴より技術や技能を身につけることが大事だ」について、プログラム前後で大きな変

化はなかった。 
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「周りに反対されても自分がやりたいことをしたい」について、「とてもそう思う」がプロ

グラム前は 40％だったが、プログラム後は 30％だった。 

 

 

 

 
 

「地元で仕事や生活をしたい」について、「とてもそう思う」がプログラム前は 35％だっ

たが、プログラム後は 20％だった。 
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「社会に役立つ仕事をしたい」について、「あまりそう思わない」「全くそう思わない」が

プログラム前は 50％だったが、プログラム後は 75％だった。 

 

 

 

 
 

「できるだけ高い地位につきたい」について、「全くそう思わない」がプログラム前は 5％

だったが、プログラム後は 15％だった。 
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「よりよい職場があれば積極的に転職した方がよい」について、プログラム前後で大きな

変化はなかった。 

 

 

 
 

 

 

「望む仕事につけなくてもがまんして働くべきだ」について、「全くそう思わない」がプロ

グラム前は 35％だったが、プログラム後は 25％だった。 
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仕事に関する意識・考えの 12 項目について、「とてもそう思う」と回答した割合をまとめた。 

 

プログラム前後の変化率が高かったものは、「若いうちはいろいろな仕事を経験したい」が

変化率－67％、「地元で仕事や生活がしたい」が変化率－43％だった。 

 

意識・考えの大きいものは、「暮らしていける収入があればのんびり暮らしたい」、「学歴よ

り技術や技能を身に付けることが大事だ」「仕事よりも自分の趣味や自由な時間を大切にした

い」だった。 
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4.5 ジョブシャドウイング・インターンシップ受入企業調査 
 

4.5.1 ペットクラブオーシャン 

 

日時：12/10（火）11：00～12：00 

場所：沖縄県北中城村 有限会社 ペットクラブオーシャン 

お伺いした方：代表取締役金城高治様 

九州ケネル事業協同組合専務理事、元北中城村村会議員 

 

①職場見学や職場体験、インターンシップの受け入れ状況と内容について 

 

Ｑ：インターンシップを受入れている学校を教えてください。 

 

小学生や中学生、高校生を受入れています。専門学校生は実習ということで受入れていま

す。 

 

Ｑ：小学生はどんなことをされていますか。 

 

小学生は、店舗に入ってもらっています。普通のお客様もいらっしゃるので商品や動物には

触らず、カウンター内や店先であいさつをしてもらっています。 

 

Ｑ：時間はどのくらいされていますか 

 

午前中のみです。だいたい 2～3 時間でお店の雰囲気を感じてもらっています。 

 

Ｑ：中学生も店舗見学のようなかんじで受入れをされているのでしょうか。 

 

いいえ。中学生は、店舗見学ではなく職場体験をおこなっています。内容は、陳列商品の拭

き掃除や陳列をしてもらったり、店内を清掃したり、カウンターの中に入ってもらって接客な

どをやってもらっています。 

 

Ｑ：高校生はどうでしょうか。 

 

高校生は中部農林高校の熱帯資源科の動物コースから職場体験を行っています。彼らは、動

物の勉強もしていますし扱いにも慣れているので、動物の世話や飼育を手伝ってもらうことも

あります。 

トリマー希望で経済的な理由で専門学校に通えない生徒がいたことがあったので、アルバイ

トとしてトリマーの手伝いをしてもらい基本的な技術を身に付けてもらったこともあります。 

もちろん、本人の希望によってショップ中心の職場体験を行うなどなるべく本人の希望に添

うような形で行っています。 
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Ｑ：受入れの期間はどのくらいでしょうか。 

 

中学生の職場体験は、３日間行っています。 

私が議員をやっていた時に中学校の発表会に呼ばれたことがあり、そこでたまたま中学生が

職場体験のパネル発表をやっていて、中学生が一生懸命真剣に発表している姿に大変感動しま

した。このような会を中学校では外部に公開しておらず大変残念に思いましたので、職場体験

に協力していただいた企業全員に声をかけて発表会に参加してもらうよう進言をしたこともあ

ります。 

中学生の目線から見た我々企業の姿を知ることもでき、私たちも勉強させていただけること

も多いと思います。 

 

Ｑ：専門学校の実習についてはどうでしょうか。 

 

専門学校は、１日６時間で６日間の実習を行っています。内容は、トリミングやシャンプー

など専門学校で学んでいることを実習してもらっています。 

なるべく実際の現場に近い形で実習を行い、教科書や学校では学べないことをやるようにして

います。 

 

Ｑ：例えばどのようなことでしょうか。 

 

例えば、お客様からお預かりした犬を抱くときでもただの移動ではなく、その子が太ってい

るか痩せているか、皮膚に異常はないか、体にしこりはないかなど、抱くことの意味（健康管

理を兼ねる）を知ってもらうようにしています。 

 

②職場見学や職場体験、インターンシップの受け入れ評価について 

 

Ｑ：様々な学校から職場見学や職場体験、実習を受入れておられる中で、インターンシップが終わった

あとの評価はどのようにされていますか。 

 

小学生の場合はお店の雰囲気を知ってもらえればよいので、特に成績をつけるような評価は

していません。 

中学生は、実習日誌のようなものがあるので、それに評価をしますが、やはりあまり厳しい

評価はせずにはげますような書き方をしています。 

専門学校の実習評価は、将来プロフェッショナルになろうとしているわけですから、従業員

基準で厳しい評価をしてもよいのではないかと思います。 

基本的に実習日誌での評価になるので、そういう意味でいうと評価基準が特に明確になって

いるわけではないですね。 
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③職場見学や職場体験、インターンシップの問題点や課題について 

 

Ｑ：職場見学や職場体験、インターンシップの課題として挙げられる点を教えてください。 

 

小学生の職場見学についてはまだ子どもなので仕方がないところもあると思いますが、中学

生については、職場体験の目的を先生方に明確にしていただけるとこちらとしてもやりやすく

なります。 

最低でもあいさつなど基本的なことが出来るようになって来ていただけると助かります。 

 

専門学校の実習については、学校である程度技術を習得しているので、今どのくらいの技術

を持っているのか、どのような人物（性格）なのか、本人の将来の希望は何なのかが事前にわ

かるとありがたいです。 

それを見て、こちらも実習をしてもらうことを変えたり本人のためになるような内容に変え

たりして対応も変えることができます。今は、実際に実習にきていただいてから対応するスタ

イルを取っています。 

 

Ｑ：具体的にどのような評価があればよいでしょうか。 

 

そうですね。例えばトリマーならば、トリマーとしての技術評価や、本人がどのようなトリ

マーを目指しているのか、ショップ希望なのか。技術だけでなく、本人がどんな長所がありど

こが短所なのか、何ができて何ができないのか、などです。 

特に、本人が実習で何を学びたいかはっきりしてきてもらうと協力の仕方も変わってきま

す。 

 

④ペット業界の課題について 

 

Ｑ：これからのペット業界の課題は何でしょうか。 

 

業界全体の課題としては人手不足と後継者不足につきると思います。 

この業界は、普通のビジネスとは違うところが多くあります。扱うもの（動物）の特殊性や

法律に左右されることもありますし、商品自体が高価であることも確かです。仕事として考え

るとそのノウハウを蓄積するにもそれなりに時間がかかります。なかなか大変なことも多く、

この仕事をずっと続けられる人が少なくなっています。そのため、やっと一人前に成長した頃

に辞めてしまう人が多いのが現実です。ですので、需要はあってもビジネスを展開できていな

いのが現状です。 

 

もうひとつの課題、後継者不足に関しては、特にブリーダーが深刻です。今、沖縄にはブリ

ーダーが 500 名程度いると思いますが、ほとんどの方が 60 歳以上の方です。30 代 40 代は

非常に少ない。ブリーダーの方は個人でされていて皆さんギリギリのところで仕事をされてい

ます。悪質なブリーダーが社会問題にもなり法も厳しくなったため、ビジネスとしての可能性

がないので若い人も取り組みにくいのだと思います。今のままでは 2，30 年後のこの業界は

どうなるのか不安になる飼い主さんもいらっしゃいます。 

 

Ｑ：人手不足にはどう対応されているのでしょうか。 

 

人手不足にはパートアルバイト採用で対応しています。トリマーとしての技術を持っていて

子育てで一時仕事から離れている方も多いので、そのような方に（基地内にある 2 つのグルー

ミングショップも）手伝っていただいています。最近では、他の仕事と兼業するＷワークをさ

れる方も増えています。 
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Ｑ：今後、我々は学生ボランティア活動を一歩進めたサービスラーニングの展開を考えていますが、よ

いテーマはあるでしょうか。 

 

サービスラーニングのテーマとして「譲渡会」が考えられます。繁殖犬は６歳になるとその

役割が終わるので、ブリーダーからすると繁殖犬の譲渡需要が発生します。譲渡される犬は子

犬ではありませんが、血統のよい犬です。そのため飼いたいという一般の方もいらっしゃいま

す。 

当社では、月２回譲渡会を開催しています。その際にトリミングやシャンプー、飼い方講習

などで専門学校生に協力していただけるとこちらとしても助かります。 

 

2019 年改正された動物愛護管理法で、ブリーダー業者に対し動物の健康や安全を保つ

ことを強く求め、適正飼育のための細かい数値基準が設けられました。 

スタッフ 1 人あたりが飼育できる繁殖犬の頭数は 15 頭に制限されました。さらに出産

の回数は生涯 6 回までで、交配時の年齢も原則 6 歳以下と決められました。 

 

 

Ｑ：譲渡会の告知はどうされているのでしょうか。 

 

あまり多くの人が来場されても対応しきれないので、譲渡会の告知はホームページで掲載す

るだけです。それでも何十人の方が口コミで集まってきます。今後譲渡会の規模が大きくなれ

ば告知方法も学生さんの知恵をお借りすることもあるかもしれませんね。 

 

⑤その他 

 

Ｑ：今年度は高専連携の一環として、卒後研修を行いました。 

 

とてもよい試みだと思います。トリミングの仕事をはじめると日々の仕事に追われ勉強する

機会や社外の人の技術を学ぶ機会が少なくなります。お互いに切磋琢磨できる環境をつくる意

味でもよいことだと思います。 

よい技術者を育てるのも大切ですが、何より大切なのは教える先生の教育だと思います。一

定のレベルに達した人だからこそ、より多くの人から学ぶ吸収力も理解力もあります。ぜひ、

教える立場の技術者に参加していただきたいと思います。 

もちろん、内地から先生を呼ぶのもいいとは思いますが、沖縄には米国のトリミング技

術とハンドリング技術を日本に広めた第一人者の原順造先生がいらっしゃいます。トリ

マー指導を全国各地の専門学校で行われ、ジャパンケンネルクラブ主催ドッグショーの

審査員も務められています。ぜひ、一度講演をお願いされてはいかがでしょうか。 
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4.5.2 ペットメディカルセンター エイル 
 

日時：12/11（水）10：00～10：30 

場所：沖縄県沖縄市 ペットメディカルセンター エイル 

お伺いした方：喜納様 

 
 

①インターンシップについて 

 

Ｑ：インターンシップを受入れている学校を教えてください。 

 

中学生と、高校生、専門学校生を受入れています。 

 

Ｑ：どのような内容でしょうか。 

 

中学生と高校生はいわゆる職場見学です。ロビーなどの掃除や、カウンターの中に入って職

員の動きを見てもらったり、診察の様子を見てもらったりしています。場所によっては診察を

見学してもらったりもします。 

 

Ｑ：専門学校のインターンシップはどのような内容でしょうか。 

 

専門学校生は期間が長く、基本的に月曜から金曜の５日間行っています。インターンシップ

の流れとしては、まず、学生とインターンシップ前に十分な聴き取り面談を行います。 

 

面談は２回程度行い、そこで、学生の考え方や取組姿勢を詳しく聞きます。その後、適性な

どを見極めたあと、グループ内施設にマッチングをしています。当社の施設は７か所あり、そ

れぞれ設備やその地域や飼い主様、犬種や年齢などが異なり、特徴がある程度はっきりしてい

るので一番合っているところの責任者と調整して決めています。 

 

Ｑ：具体的にはどのような特徴があるのでしょうか。 

 

ＣＴやＭＲＩなど先端医療機器を備えた施設、地域の人とふれあいが多い施設、小型犬の患

者が多い施設、比較的若い年代のお客様が多い施設、飼い主さんとゆっくり対応できる施設な

どがあります。 

 

学生さんの要望や適性をみて決めて、もしうまくいかなければ、途中で移動することもあり

ます。 

 

Ｑ：インターンシップを通じて学生に伝えたいことは何でしょうか。 

 

インターンシップを通じて現場を肌感覚で理解していただき、自身のキャリア目標をしっか

り持って就職していただけることがベストだと考えています。 

 

３年次の実習（インターンシップ）は特に「就職」を意識していますので、当院の看護師と

ペアで診療補助をしてもらい、評価シートでチェックをしています。 

 

  



  ４ 第三回連携プログラム開発検討委員会 

150 

 

Ｑ：1・2 年のインターンシップはどうでしょうか。 

 

１年・２年次の実習（インターンシップ）は、まだ勉強の途中なので専門的な実習は行って

いません。しかし、実習を通して学生さんとお話しをする中で、学生さんの考え方や学生の感

じた素直なイメージを聞かせてもらい、そういう考え方もあるんだとか、そういうイメージを

持たれているのかと、こちらもいろいろ勉強させてもらっています。 

 

学年が上がるに従って、実習中に質問される内容が深い内容になってきます。また、最初な

何気なく見ていたことがしっかり観察できるようになってきます。そのような変化を感じたと

きは成長したなと思います。 

 

Ｑ：インターンシップの決められたプログラムはあるのでしょうか。 

 

インターンシップのプログラムはきちんとしたものを作りたいとは思っていますができてい

ないのが現状です。現場の状況も日によって違いますので、状況にあわせその時のベストな環

境で行っています。 

 

Ｑ：状況対応というのは具体的には何をされていらっしゃいますか。 

 

基本的には、学生の日誌を見せてもらって、日誌で質問があったことや希望を確認します。

体験してみて初めてわかることや疑問に思うことを大切にしているからです。 

 

チェックした質問や疑問点は、実習期間内に答えていきます。また、体験しないとわからな

いことなどは、それに応える形で実習内容を変えることもあります。 

 

 

②インターンシップの課題 

 

Ｑ：インターンシップの課題としてどんなことがあるでしょうか。 

 

先ほど説明させていただいた通り、学生さんが書く日誌の内容がその後の実習の方向性を決

めることもあるので、気が付いたこと、要望、質問などなるべく感じたことを多く書いてくれ

ると助かります。 

 

Ｑ：日誌が非常に重要であることがわかりました。学生が書く質問や要望の内容に関しては何かあるで

しょうか。 

 

どんな些細なことでもよいので感じたことを素直にそのまま書いてくれると助かります。

我々が気づかないことの勉強にもなります。 

 

それと、実習で学びたい内容をはっきり、明確に持って参加していただくと対応しやすくな

ります。ただ、学校の実習の一環としてきていただくのと、目的を持ってきていただくのでは

全く違うものになると思います。 

 

また、特に３年次には自分自身のキャリアアップの目標と計画を立てて参加していただくと

より有意義な実習になると思います。 
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Ｑ：キャリアアップの目標と計画とは？ 

 

例えば、「私は将来トリマーとして独立開業したい。そのために、3 年間ここで基本を身に

付けさせていただいて、その後アメリカで数年間修行する。コミュニケーションが取れる英語

とトリマーの腕を磨き再び沖縄に戻り開業する。」などです。このような目標と計画を持った

人は本当にうちに来て欲しい人材です。 

 

このようなキャリアプランを持っていらっしゃる方だと、我々もその内容と施設のマッチン

グがしやすく、ミスマッチが起こりにくくなりますし、応援したくなります。 

 

Ｑ：ところで、今の学生は昔と比べて変わったと感じることがありますか？ 

 

そうですね。最近の学生は、昔と比べて積極的に話しができる学生が増えている印象をもっ

ています。我々としてもそのような学生の要望をかなえてあげたいと思っています。 

 

そのような学生さんのおかげで、今のところインターンシップに関してはうまく回っている

ように思います。欲をいえばもう少し多くの人数を受け入れたいと思っているところです。 

 

③業界の課題 

 

Ｑ：現在、御社の課題や業界の課題はありますか？ 

 

会社としては、中間層の人材がなかなか育っていないのが大きな課題だと思っています。 

 

例えば、様々な経験を積み病院全体を調整できるような中堅看護師の層が薄いことが挙げら

れます。その中堅看護師が出産育児をするとき、抜けた穴を埋める人材がいなくなるというこ

とが起こりえます。これでは、安心して働きやすい環境とはいえません。 

 

対策として、現在、看護部のキャリアパスの見直しと組織化を行って、組織として機能する

部門にしていこうとしています。安心して働きやすい職場環境の整備が最優先課題だと思って

います。 

 

 

Ｑ：人を多く採用すると経営を圧迫するのではないでしょうか。 

 

人材を多く雇用するリスクより、マンパワーが足りないことによるリスクの方が大きいのが

現状です。 

 

マンパワーに余裕がないと労働環境の改善もできません。労働環境の改善ができないと人も

集まりません。 

そういった意味ではまだまだ人材不足が続いていると考えています。 

 

現に平日はなんとか予約制で業務を回していますが、土日は回っていません。確かにマンパ

ワー不足は職員に負担はかかりますが、それ以上に負担をかけてしまうのが飼い主様です。さ

らに、飼い主様以上に動物に負担をかけてしまうことになります。動物や飼い主様のために、

何としてもマンパワー不足を解消したいと思っています。 
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④サービスラーニングについて 

 

Ｑ：今後、我々は学生ボランティア活動を一歩進めたサービスラーニングの展開を考えていますが、よ

いテーマはあるでしょうか。 

 

そうですね。我が社は先ほど申し上げた通り、７施設それぞれに特徴がありそこでのイベン

トや講習会が考えられます。 

 

例えば、シニア犬が多い施設では「ターミナルケア」「シニア介護」の講習会やイベントが

可能だし、パピー犬が多い施設では「しつけ教室」、中型犬が多い施設では「日常ケア」な

ど、施設によってテーマを決めて講習会やイベントなどが開催できる可能性があります。 

 

今はやりたくてもなかなかできない状況なので、学生さんの力をお借りすることができれ

ば、学生さんの学んできた技術や知識が生かせ、集まってくださった飼い主様のためにもなる

イベントができるのではないでしょうか。 
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4.5.4  DMM かりゆし水族館 
 

12/11（水）15：00～16：00 

沖縄県豊見城市 DMM かりゆし水族館 

お伺いした方 百田様 

 

①インターンシップについて 

 

Ｑ：インターンシップの受入はされていますでしょうか。 

 

中学生、高校生、専門学校生、大学生を受け入れています。 

 

動物や水生生物の勉強をされている高校生や学生さんには、水族館の展示生物の飼育や水

質管理など専門業務を体験していただいています。 

 

その他の中学生、高校生、大学生は、バックヤードの見学や店舗など様々な部署を体験し

ていただいています。 

 

Ｑ：インターンシップを通して学生に伝えたいことは何でしょうか。 

 

参加された学生さんの職業観の変容や職業観の形成のきっかけになることを目指していま

す。 

 

我々人事部では、人の行動はその人の価値感に基づいて行われると考えています。そし

て、人の行動変容もその人の価値感変容に基づくと考えています。この意味では私たちの目

指すところは学生さんの価値感変容です。 
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価値感変容のプロセスを簡単にいうと、「体験」→「体感」→「理解（価値観変容）」のプ

ロセスを通して行われると考えています。 

 

インターンシップで現場を「体験」することで、それを自分自身の感覚に落とし込み「体

感」してもらいます。体感がすぐに既存の価値感を変容することもありますし、そうでない

場合感覚は「感情」として記憶され良い感情であれ悪い感情であれ、それが飽和したとき

（閾値を超えたとき）に価値感の変容が起こると考えています。 

 
ただ単に体験するのではなく、感覚や感情に落とし込んでもらえるようなインターンシッ

プを目指しています。 
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Ｑ：インターンシップを受入れるときに気をつけていることは何でしょうか。 

 

学生さんにインパクトのある体感をしていただくために、動物の勉強をされている学生さ

ん、具体的には沖縄水産高校の生徒さんや専門学校の学生さんは、「お客様扱い」をしないよ

うにとスタッフに指導しています。 

 

Ｑ：従業員目線でということでしょうか。 

 

はい。同じスタッフとして指導するつもりで接してもらっています。とはいうものの、従業

員ではないので重大な責任が伴わない作業などをやってもらっています。その代わり作業の仕

上がりはプロとして通用するレベルのものを求めています。 

 

②インターシッププログラムについて 

 

Ｑ：インターンシッププログラムは独自に作られていますか？ 

 

インターンシップに来られる学生さんの要望に応じたプログラムを用意させていただいて

おります。 

 

Ｑ：具体的にはどのようなプログラムがあるのでしょうか？ 

 

そうですね。基本的なテーマとしては、「働くことの意義（価値観）の形成」、「体感したこ

との言語化・可視化」、「多様な価値観の受容」などをテーマにしたプログラムを用意してい

ます。 

 

インターンシップに来られる学生さんの目的に応じて、それらの重みを変えてプログラム

にしています。 

 

Ｑ：例えば、「体感したことの言語化・可視化」プログラムはどのようなものでしょうか。 

 

職場体験や職場実習後に、 

①「学んだこと」 

②「私の働き方観」 

③「水族館への提言」 

など決められたテーマにしたがって、10 分間のプレゼンテーションをしてもらいます。 

 

Ｑ：その評価はどのようにされていますか？ 

 

10 分間のプレゼンテーションは職員の前で行います。発表後、職員から質疑応答

をしてもらい、職員から評価を受けます。質疑応答と評価で 20 分使いますので、

だいたい一人当たり 30 分になります。 

 

評価は、基本的にはよかった点を挙げていきますが、改善点などもはっきり伝え

るようにしています。 

 

Ｑ：沖縄水産高校のインターンシップはどのようなことをされているのでしょうか。 

 

沖縄水産高校とは、学校と連携を取っており、授業の一環として見学実習を行っていま

す。 
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③海洋教育プログラムの開発実施 

 

Ｑ：インターンシッププログラムの他に教育プログラム化されているものはありますか？ 

 

海洋教育プログラムを開発・拡充しているところです。県内外の小中学生・高校生のため

の海洋環境学習が学べるプログラムです。 

 

授業の一環として導入していただけるように、学習指導要領に沿って作られています。プ

ログラムは、名護にある国際海洋環境情報センター（GODAC）に協力をいただきながら開

発しました。 

 

現在、沖縄県内８市町村の小中学校で実施していただいています。今年で、参加数者のべ

約２０００名になりました。 

 

Ｑ：どのようなプログラムでしょうか？ 

 

アクションラーニングを基本とし、事前・事後プログラムを含むプログラムになっていま

す。 

 

例えばサンゴをテーマとしたものでは、「サンゴと沖縄のかかわり」、「サンゴと生活とのか

かわり」などがあります。 

校外活動で利用しやすいように、３時間程度の半日プログラム中心に活用いただいていま

す。 

 

プログラムとしては、理科や社会、総合の時間を利用して来ていただくことが多いです。 

 

④業界や組織の課題 

 

Ｑ：業界や組織の課題としてはどのようなものがあるでしょうか？ 

 

業界ではないのですが、我が社では現在従業員の働き方を見直しています。というのは、

従業員が行っている仕事の中にはアルバイトでもできる仕事があるため、アルバイトででき

る仕事はアルバイトに任せ、従業員がより働きやすい労働環境をつくったり、人的パワーを

別な展開にもってきたりしたいと思っています。 

 

ご承知のとおり、沖縄県は観光業やサービス業が多く県全体が慢性的な人手不足の状態な

のでなかなか厳しいのが現状です。 

⑤サービスラーニングについて 

 

Ｑ：今後、我々は学生ボランティア活動を一歩進めたサービスラーニングの展開を考えていますが、よ

いテーマはあるでしょうか。 

 

持っている知識や技術を地域で活用する、という点で私たちが取り組んでいるインターン

シッププログラムや海洋教育プログラムは同じ方向性だと思います。とてもよい試みだと思

います。 

 

実習やアルバイトで来ていただく中で、新しい業界課題や地域課題が明らかになることも

あると思います。学生さんの力をお借りするとスムーズに進むこともあるかも知れません

ね。  
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4.5.5 こどもの国 

 

12/13（金）10：00～11：00 

沖縄県沖縄市 こどもの国 

お伺いした方 翁長様 

 

①インターンシップについて 

 

Ｑ：インターンシップはされているでしょうか？ 

 

小学生から大学、専門学校まで行っています。 

コロナ禍の時はやはり少なかったですが、コロナ以降は増えきており、2023 年は年間 24

校合計 248 名ほど受け入れています。 

 

Ｑ：インターンシップの具体的な内容を教えてください。 

 

小学生と中学生は、売店や受付などの見学や体験をしてもらっています。高校生になると、

バックヤードの見学や飼育体験も行っています。 

 

専門学校生は、専門的な知識と技術があるので、飼育を体験してもらっています。沖縄ペッ

トワールド専門学校さんは、５月から定期的に月２回、３名ずつ受け入れています。 

 

園では飼育班が３つあります。その 3 つの飼育班にそれぞれ１名入ってもらって実習を行っ

ています。 

 

学芸員資格を取る大学は、学芸員専門プログラムがあります。最終的に展示や動物ガイドを

行ってもらいます。 

 

 

Ｑ：インターンシップや実習の評価はどのようにされていますか。 

 

基本的に、実習の評価は学生の書いた日誌をもとに行っています。特に 評価シートな

どは準備していません。 

 

②今年行ったペットワールド専門学校の学生ポランティアについて 

 

Ｑ：今年も学生がボランティアでお世話になりました。ボランティア活動で何か気づいた点などがある

でしょうか？ 

 

300 人のこどもたちを対象にスタンプラリーをやってもらいました。参加したこどもたち

がとても楽しそうにしていました。 

 

学生もこどもたちにやさしく接していてとてもよかったと思います。やはり学生たちはこど

もたちと年齢が近いので、私たち職員が対応するのとは違い、こどもたちも受入れやすいのか

なと思います。 
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③サービスラーニングについて 

 

Ｑ：今後、我々は学生ボランティア活動を一歩進めたサービスラーニングの展開を考えていますが、よ

いテーマはあるでしょうか。 

 

 

そうですね。動物ひろばの企画・運営がテーマとしてあるのではないかと思います。 

動物にふれあうことが確かに大切ですが、それは虐待につながるということから最近ではた

だ単にふれあうことは否定的な見方が主流です。 

 

これからは、アニマルウェルフェアに基づいた、新しい「ふれあい」のストーリー（正しい

接し方と観察からの学び、生息環境の学び）を展開したいと考えています。 

是非、学生さんの力をお借りできればと思っています。 

 

 

ショッピングセンターや住宅展示場、幼稚園のイベントなどで、全国的にふれあ

い移動動物園が開催されていた時に、動物への虐待ではないかという非難が多く出

ました。 

イベントなどの大音量の音、気温管理、湿度管理、カメラやスマホのフラッシュ

などの環境要因だけでなく、人に触られるストレスが動物に生じます。しかも、一

日中休みなしに展示されています。うさぎ、モルモット、ハムスターなどの小動物

は子どもに強く握られたり押さえつけられたりすることもあります。 

それ以上に動物たちのストレスになるのは、イベント会場への移動だといわれて

います。 

 

 

Ｑ：ありがとうございます。他には何かよいテーマはあるでしょうか。 

 

 

はい。その他、園では本当にたくさんの動物イベントを行い、こどもたちにメッセージを伝

えています。 

さまざまなテーマを持ったプログラムをこれからも揃えていきたいと思っています。 
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調査総括 

 

①実習、インターンシップについて 

 

様々な職種や職場の環境にあわせた実習、インターンシップが行われていた。 

動物関連の仕事に特徴的なことは、インターンシップの要素より実習要素が強く感じられた。 

 

本来、インターンシップの目的は様々な社会体験や多くの仕事体験を通じ職業観を確立したり、社内

の雰囲気を体感したりすることである。一方、実習は特定の資格や特定の職種に就くための実習であ

る。 

今回面接調査を行った団体のほとんどが、専門学校生は「実習」、一般の大学は「インターンシッ

プ」、小学生は「職場見学」、中高生は「職場体験」と、内容を明確にされていた。 

 

小中学校、高等学校については企業と教育目的の連携を持つ必要があり、専門学校生は、学校に個人

の技術や性格に関する情報提供を望んでいた。専門学校生本人には自分自身のキャリア目標や計画を明

確に持つことを望んでいた。 

 

②実習、インターシッププログラムについて 

 

プログラムとしてマニュアル化されたもの（言語化されたもの）に従ってすすめている団体は少なか

った。多くは、学生を受け入れて面談や日誌を見て指導をしていく形をとっていた。 

学生に対する評価も明確なものはなく日誌や実習簿に評価を書くものが多かった。 

そのような中でＤＭＭかりゆし水族館では、しっかりとしたインターンシッププログラムを整備され

ているのが印象に残っている。 

 

③業界の課題について 

 

人手不足が多く挙がっていた。特に中堅クラスの不足が深刻で、仕事を覚え技術が身についたところ

で退職する従業員が多いことの現われである。 

学生に対する評価も明確なものはなく日誌や実習簿に評価を書くものが多かった。 

 

④サービスラーニングについて 

 

多くの団体から賛同を得られた。特に、繁殖犬の譲渡会、動物ひろばの企画は実現可能性が非常に高

く、来年度実施のよいテーマになる。 

今回の調査で企業や団体にはマンパワー不足からやりたくてもできない地域貢献テーマがあることが

わかった。引き続き、地域の企業団体にサービスラーニングの説明と協力を要請しつづけることが大切

である。 
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4.6 委員意見 
 

＜実証授業について＞ 

休みの生徒がいたため代役で生徒として参加した。生徒たちにとって刺激のある授業であり意識して

人の話を聞く点は、日々の生活態度に応用している生徒もいる。 

日々の授業と違い、外部講師による実証授業は生徒にとって刺激となっている。我々も学年をまたい

で職業や資格の授業を行っているが、生徒たちへのインプットが違う。アンケートの報告も分かりやす

く、データから生徒の変化や伝わり方を知ることが出来る。 

 

＜フィールドワーク（ボランティア）活動について＞ 

主催者である那覇市の目的が動物に興味があまりない方にも告知できることであった。以前まで実施

していた場所は郊外でドックランなど広いスペースがあったが、動物に興味のある方しか参加しなかっ

た。 

そういった方はすでに動物に関する知識も持ち合わせていた。今回は子ども連れのファミリー層が多

い場所だったので、目的に合った告知が果たせた。学生にとっては知識の学びを活かすことよりコミュ

ニケーションスキルを身につける結果となった。 

 

他の団体が計画したボランティア活動では制約が多く、学生たちが希望する企画ができないことが多

い。希望を最大限に実現するためには自分たちで企画するか、スタートの段階から一緒に進めていける

と良いと感じる。障壁も多く不安もあるが自分から手を挙げて参加した学生たちなので、職員の想像を

超えた結果を生む期待もある。 

 

＜令和７年度の活動計画について＞ 

次年度も中部農林高、北部農林高との実証授業は継続的に実施。 

新たな取り組みとして中学生向けの職業体験、卒業生向けの卒後セミナーを実施したいと考えている。 

 

職業体験では早期から動物業界に興味を持つ人材を増やしたい。また卒後セミナーでは現場の職員が

求める知識やスキルの向上、卒業生の働く姿を知ることができる。文科省からも「小・中・高校、専門

学校、企業」が一貫して繋がると良いという意見があった。 

 

＜サービスラーニングについて＞ 

サービスラーニングは一緒にやっていきたい。本施設の「どうぶつ広場」ではモルモットやウサギな

ど小動物がいる。以前は団体の子ども達が来ると無秩序になり、動物はグッタリしていたこともあった。

子どもたちが動物に触れることは大切なことで、利用者からの要望もあり令和４年度より施設をリニュ

ーアルして完全予約制で再開。動物福祉に考慮し、観察方法や触り方を学ぶ教室スタイルにした。 

担当職員が学生たちにレクチャーして、プログラムを企画してもらえば良い実践の場になると思った。

ぜひ次年度実現したい。 

 

＜職業意識調査について＞ 

アンケートでは「職業について知りたい」という結果が高かった。中部農林高校や沖縄ペットワール

ド専門学校出身の飼育員が多く働いている。先輩たちの声を生徒や学生に伝えられる場がさらに設けら

れるとプログラムに参加する意義や貢献に繋がると思う。 

 

生きている充実感が下がっているアンケートの結果について考えてしまった。このプログラムを通し

て今後も考えていきたい。 
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＜キャリア教育について＞ 

キャリア教育は県の重要施策。沖縄県の生徒は、進学・就職の活動が遅く、とりあえず決めてしまう

傾向がある。自己肯定感や職業観をきちんと形成しないとこれからの社会では通用しない。これらの内

容がしっかりと組み込まれており、素晴らしいと感じる。 

 

フィールドワークでも学生たちをやる気にさせ、しっかりと引っ張っていけている。これを高校生と

一緒に取り組んでもおもしろいと思った。お互いにとって学びになると思う。同様に実証授業でも専門

学生と高校生が関われないか。高校生にとって少し年上の学生たちから話を聞けると良い学びになると

思う。 
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5 第三回連携プログラム開発検討委員会以降に実施した事業（卒後セミナ

ー） 
 

5.1 実施概要 
日時 令和 7 年 2 月 19 日  19：30～21：30 

 対象 沖縄ペットワールド専門学校卒業生、トリマー職員、在校生（希望者） 

 人数 ２６名 

 講師 吉本 真紀先生（SEA SIDE DOG PARK RINKA オーナー、 

穴吹動物看護カレッジ非常勤講師） 

 内容 「ビション・フリーゼのカットセミナー」 
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5.1.2 受講者アンケート結果 
 

「本日のセミナーの満足度についてお聞かせください」（平均 5.0） 

 
１００％の受講者が「満足」と答えた。 
 

 

「本日のセミナーの内容は、これから役に立つと思いますか？」（平均 5.0） 

 
100％の受講者が「大変役に立つ」と答えた。 

  

26

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足

26

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変役に立つ
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「本日のような Pet が開催するセミナー参加を、同僚や知人にどの程度薦めますか？」（NPS 

84） 

 
 
ネットプロモータースコアは８４だった。 
「推奨者割合（88.0％）」－「批判者割合（4.0％）」 
 

 
ネットプロモータ（Net Promoter Score）は顧客ロイヤリティ（Loyalty：愛着）を測定する指

標です。顧客満足度（Custamer Satisfaction）を向上させても業績は向上しないことが明らかにな

ったため、真のリピーター（業績）を予測するために開発された指標です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「強く薦める」を 10、「全く薦めない」を 0 とする 11 段階で、親しい友人や同僚に対する「お

薦め度」を測ります。 

10 と 9 は「推奨者（ロイヤリティが高い層）」で、リピーターになるだけでなく、よい口コミを

広げてくれるプロモーターになり得ます。8 と 7 は「中立者」で、満足はしているがリピーターには

ならない可能性が高い層です。6 以下は「批判者」で、不満を持っている層で放置すると悪い口コミ

を広げる層です。 

 

NPS は、「推奨者の割合」-「批判者の割合」で求めます。 

 

 

 

 

 

 

  

８４ 
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「セミナーを受けて特に印象に残ったことを」を記入してください。 

 
ビションの顔のカットについて不明だった点を確認できとても勉強になりました。 

-- 

一つ一つのポイントを教えていただけるのでとても分かりやすかったです。顔周りのカット特

に、目まわりのカットがとても印象に残りました。 

-- 

ビションに限らずワンちゃんの毛はトリマー自分たちで作っていくということ。お客さんにお手

入れさせない環境を作っていくこと。お客さんと協力していくこと。 

-- 

すべて。特に顔カット、ネック部分。 

-- 

体、顔、頭部、全部です。勉強になりました。 

-- 

10 日に 1 度の子がこんな高頻度でやっていいのかと驚いた。毛がたっぷりのビションのカット

で地肌ギリのところがあると知った。 

-- 

ベーシックの大事さに改めて気付かされました。 

尾はスリッカーを使わない 

飼い主さんにブラッシングをしてもらわない方がいい。 

シャンプーを 10 に 1 回入れている。 

顔カットにブレンダーを使うと毛が柔らかくなる。 

バッっと決めた方がいい。 

-- 

ビションのカットのあいまいなところが丁寧に説明して下さったので良かった。 

シャンプーの仕方で毛の質が変わるのが勉強になった。もっと細かく泡立てたりベーシックを１か

ら見直そうと思った。 

-- 

ものすごく細かく教えてくれてとても参加して良かったです。作業に慣れてしまっていて根本的

なベーシックが大事ということも思い出しました。すべてベーシック！ 

-- 

どんなに短い毛に切れてしまった子でも爆毛にできるという事がビックリしました。伸びないと

あきらめたりしてた事もありましたが、今後もっとシャンプー（ベイジング）をもう一度見直して

理想の毛に育毛していく努力をしたいと思いました。 

-- 

ビションのカットにはシャンプーでしっかり汚れを落として毛を育てることが大事だというこ

と！ 

-- 

オーナーさんに手入れをさせないという事が印象に残りました。 

-- 

シャンプーの回数をとても増やす事や日頃のお手入れをあまりしない事が衝撃的でした。 

-- 
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ビションとプードルのカットの違いを細かく分かりやすく説明していただいたことが印象に残り

ました。普段、仕事では聞けないような内容が多くて、ビションは明確に決まりがないことや、ビ

ションっぽく見せるカットのポイントなど経験を生かした説明がたくさんあってとても勉強になっ

た。 

-- 

お客様にブラシがんばってねって伝えていましたが、逆効果だったのも分かりました。色々な方

法でトリミングする事も勉強になりました。さっそく取り入れてみます。 

-- 

どんなにダメージを受けた（短くてかたくなった）毛もシャンプーとチッピングだけで育毛する

事ができるという話しを聞いて驚きました。自分のわんちゃんでもやってみようと思います。 

-- 

シャンプーのやりすぎはダメって聞いてたけど、今はやればやるほど良いとの事でびっくりしま

した。私も毎日ブラッシングしてたけど 10 日に 1 回のシャンプーにしようと思います。 

-- 

ショップとは考え方（お客さんにさわらせない）がちがくておどろきました。 

-- 

先生のはさみの使い方。顔カットのラインの作り方がすごい勉強になりました。特に頭おでこの

作り方。 

-- 

カットも大事だけどシャンプーがすごく大事ということ。あと、尾をあまり重視してなかったけ

ど、一番大事にして欲しいということを知りました。 

-- 

カット方法。シャンプーの仕方、大切さ。 

-- 

スタンダードを知れてよかったです。 

-- 

シャンプー（炭酸泉）の手順は明日以降すぐにでも先輩方に共有して取り入れていこうと思って

います。泡を使ってのシャンプーは今後時短のために有意義な情報なので少しの手間でドライブロ

ーの最短化を目指していけたらと思っています。オプションメニューの方も商品について見直し、

使い方を模索していきます。 

-- 

日頃、どうしたらいいんだろうと悩んでいたことを的確に教えて下さったので、すごく勉強にな

りました。ビションのカットを学ぶ機会がなかったので、全体的に流れを知る事ができて良かった

です。 

-- 

今までの職場ではオーナーさんにブラシング、日々のケアをお願いしてましたが、その逆でオー

ナーさんにブラッシングは頼まないと聞いて凄いなと思いました。なによりもシャンプー、日々の

ケアがいかに大事かを改めて学びました。 

-- 

シャンプーの重要さの再確認 

-- 
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次回のセミナーで取り上げて欲しいテーマ・内容があればお聞かせください。 

 

 

 

プードルのはやりのカットについて学びたい 

-- 

独立開業準備、多くのカットスタイル 

-- 

色んなカットスタイルを勉強したい。トリミングに来るお肌が悪い子をどういったやり方で（シ

ャンプー、保湿、カット内容、バリカンは使わない方がいいかなど）トリミングをすすめていった

らいいか。 

カット犬種：トイプ、シーズー、ヨーキー、シエナなど 

カットスタイル：ベア、ニャンスベアなど 

-- 

スキンケアなど 

カット犬種：流行っている犬種 

カットスタイル：流行っているカットスタイル 

-- 

カット犬種：テリア系、シュナウザー 

カットスタイル：スタンダード、バリカン 

-- 

スキンケア、シニアケア、独立開業準備、マズルの丸め方、トリミング中のトレーニング 

カット犬種： 

カットスタイル：ペットカット 

-- 

トイプードルのカットみたいです。マッサージ 

カット犬種：トイプードル 

カットスタイル：ラムクリップ、ベアカット 

-- 

シニアケア、足腰の悪い子へのトリミング 

カット犬種：シュナウザー 

カットスタイル：スタンダード、シュナベア 

-- 

皮膚トラブルの子が多い気がするので、フードやシャンプーなどもすごく興味あります。涙やけ

かフケをどうお客さんに説明して解決してあげれるか。 

カット犬種：マルチーズ、トイプードル 

カットスタイル： 

-- 

カット犬種：シュナウザー 

カットスタイル：スタンダード、ペットカット 

-- 

いやがってしまう子の保定 

カット犬種：プードル 

カットスタイル：ニュアンススタイル 

-- 
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独立開業準備 

カット犬種：プードル、シーズー、マルチーズ 

カットスタイル：人気なスタイル（流行） 

-- 

カットの講座 

カット犬種：プードル 

カットスタイル：ペットカットやおぱんつカット（人気なカット） 

-- 

シャンプーの種類や種類の特徴や洗い方。 

独立までの計画など 

カット犬種：プードル 

カットスタイル：ペットカット 

-- 

シニアカットにどのくらい時間をかけていいのか。 

カット犬種：プードル、マルチーズ、ヨーキー 

カットスタイル：ベアカット、ペットスタイル 

-- 

皮膚が悪い子のケア（スキンケア）の仕方など詳しく知りたいです。後、嫌がる子の保定の仕方

やトレーニングなども知りたいです。 

カット犬種：プードル、マル、シュナ 

カットスタイル：全犬種に使えるようなバリカンを使った短くかわいいカットなどが知りたいで

す。 

-- 

カット犬種：ポメラニアン 

カットスタイル：オールシザー 

-- 

独立について知りたいです。 

-- 

独立開業準備。シャンプー講習。 

カット犬種：トイプードル 

カットスタイル：様々なテディベア 

-- 

シニアケア。高齢の子の受け入れとやり方。手早くきれいに出来る方法。 

クリッパーでのカット（はさみをあまり使わずに仕上げる方法） 

-- 

噛む子について 

カット犬種：マルプーなどの毛が柔らかく綿毛な子 

カットスタイル：デザインカット（ハート・おぱんつ） 

-- 

スキンケアについてやって欲しいです。 

カット犬種：トイプードル 

カットスタイル：コンチがみたいです。 

-- 

デンタルケア。歯みがきを嫌がる子への対策を教えて欲しい。 

シニアの対応。シニアに対する（嫌々が増えた子）のトリミング手順の応用 

カット犬種：プードル 

カットスタイル：テディベア 
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スキンケア、シャンプーの選別の仕方、成分の善し悪しなど、脱毛の時や脂ろうの時などのシャ

ンプーの仕方を知りたい 

カット犬種：プードル 

カットスタイル：いろいろな形のスタイル 

-- 

シニアセミナー、猫セミナー 

-- 

シニアケア、シャンプー類、ベーシック、独立準備と進め方 

-- 

 

取り上げて欲しい内容 まとめ 

独立開業準備 7 

スキンケア 7 

シニアケア・カット 7 

嫌がる子・噛む子の対応（保

定・トレーニング） 
4 

シャンプー 4 

多くのカットスタイル 2 

マズル 1 

足腰の悪い子の対応 1 

デンタルケア 1 

猫セミナー 1 

マッサージ 1 

 

 

取り上げて欲しい犬種 まとめ 

プードル 9 

トイプードル 5 

マルチーズ 5 

シュナウザー 3 

ヨーキー 3 

シーズー 2 

シエナ 2 

ポメラニアン 1 
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日頃、動物看護師の仕事をする中で感じている、困りごと、悩みがあればお聞かせください。 

 

カットでの効率化 

-- 

いつも同じカットをしているので（ベア）、たまに違うカット（アフロ、マッシュ）を頼まれた

が、なんとなくでしかお返しができず、カット方法を覚えたりどこまで切っていいのか分からない

ときがある。 

-- 

なかなか上達せず悔しい。犬への接し方がどのぐらい甘やかせばいいのか悩む。自分のクセがあ

るように見えるけど、どこかわからない。 

-- 

時間に追われすぎてます。接客の仕方。 

-- 

基本一人で試行錯誤しているのでちゃんとできてるか不安なことがある。 

-- 

お客さんがあまりわんちゃんにお金をかけたくないので丸刈りで。がほどんどだけど、しっかり

向き合って自分が楽できるようもっといろんなカットを楽しめるようにしたいと思いました。 

-- 

犬の保定や扱いが苦手なので、うまく犬にストレスを与えずに保定したいです。 

-- 

お迎え待ちにすごく吠える 

-- 

病気・しつけなどの知識が少なくてお客様に質問された時に困る。 

シーズー、マルチーズとかの手足カット（はさみ）が苦手なのが悩みです。 

暴れる子の扱い方。 

-- 

お客様に対する言葉の使い方（接客）、わんちゃんとのコミュニケーション 

-- 

頻繁にトリミングを薦めてますが、なかなか思うように行かなかったり、料金の問題なのか色々

考える事が多いです。噛む子に対しての対応等も悩みです。 

-- 

お手入れを嫌がる子、問題がある子がよく来るので（かみつきなど）、その対応の仕方。 

-- 

今はまだあまりトリミングはいれてないので、これから頑張ります。 

-- 

人間関係、技術、自信・・・ 

-- 

ドライのやり方 

-- 

何回も何回もコームで立てて揃えるのに終わった後には崩れることがよくあります。たまに良い

感じの時はあるけど、犬種によって変わってくるからそれに対応できるようになりたい。 

-- 
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お客様への説明の仕方が難しい。 

-- 

カットのためのシャンプーとスキンケアのためのシャンプーのどちらを優先するか決めることに

悩んでいます。 

-- 

時間がかかってしまう事が多いので時短をする方法 

噛み犬の対処方法 

しつけの仕方（テーブルマナー） 

パピーの時のトリミングの導入の仕方 

-- 

 
 

 



 議事録 

 

172 

 

 
 

 

 

  



 議事録 

 

173 

 

 
 

  



 議事録 

 

174 

 

 
  



 議事録 

 

175 

 

 
 

 

  



 議事録 

 

176 

 

 
  



 議事録 

 

177 

 

 
  



 議事録 

 

178 

 

 
  



 議事録 

 

179 

 

 
  



 議事録 

 

180 

 

 
  



 議事録 

 

181 

 

 
  



 議事録 

 

182 

 

 
  



 議事録 

 

183 

 

 
  



 議事録 

 

184 

 

 
  



 議事録 

 

185 

 

 
 

 

 



  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度文部科学省委託 

「専修学校による地域産業中核人材養成事業による委託事業」 

 

沖縄・動物分野における 

有機的高専連携プログラム開発・実証事業 

 
令和 6 年度 事業報告書 

 
令和 7 年 2 月 

学校法人ＫＢＣ学園 沖縄ペットワールド専門学校 

〒900-0034 沖縄県那覇市東町 19-20 
 

 


